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自治体・交通事業者等に対するヒアリング結果 

＜被災地の声＞ 
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・
地

域
の

モ
ビ

リ
テ

ィ
を

確
保

す
る

上
で

の
問

題
・

課
題

・
事

前
の

備
え

に
よ

り
計

画
的

な
対

応
が

求
め

ら
れ

る
取

り
組

み
・

事
前

の
備

え
が

役
に

立
っ

た
取

り
組

み
・

緊
急

的
な

対
応

で
あ

っ
た

が
参

考
と

な
る

取
り

組
み

回
答

者
内

容
回

答
者

内
容

乗
客

の
安

全
確

保
八

戸
市

営
バ

ス
災

害
時

に
は

、
現

場
の

乗
務

員
の

判
断

・
対

応
に

よ
る

と
こ

ろ
が

大
き

い
。

市
営

バ
ス

で
は

、
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
あ

っ
た

が
、

停
電

並
び

に
携

帯
電

話
の

不
通

に
よ

り
連

絡
手

段
が

途
絶

え
た

。
机

上
の

検
討

だ
け

で
は

な
く

、
実

態
に

即
し

た
対

策
を

検
討

し
て

お
く

べ
き

か
も

し
れ

な
い

。

八
戸

市
営

バ
ス

3
/
1

4
に

津
波

警
報

が
出

た
際

に
は

停
電

し
て

い
な

か
っ

た
の

で
、

バ
ス

ロ
ケ

の
情

報
を

見
て

、
危

険
な

個
所

を
通

行
す

る
運

転
手

に
は

バ
ス

ロ
ケ

車
載

無
線

機
（

携
帯

電
話

方
式

）
で

連
絡

し
て

避
難

さ
せ

た
。

南
部

バ
ス

停
電

時
に

は
、

危
な

い
と

こ
ろ

を
通

行
す

る
バ

ス
に

は
、

営
業

所
か

ら
人

が
先

回
り

し
て

バ
ス

を
止

め
た

。
-

-

-
-

岩
手

県
交

通
沿

岸
部

の
営

業
所

で
は

、
乗

務
員

な
ど

の
現

場
の

判
断

で
避

難
が

行
わ

れ
た

。
日

頃
か

ら
点

呼
の

際
等

に
津

波
等

の
注

意
に

つ
い

て
確

認
し

て
い

た
こ

と
や

、
震

災
の

2
日

前
の

地
震

で
も

車
両

を
高

台
に

避
難

さ
せ

る
な

ど
、

発
災

直
後

の
行

動
に

つ
い

て
は

、
日

頃
の

取
り

組
み

が
役

に
立

っ
た

。
乗

務
員

に
は

、
こ

れ
ま

で
、

「
逃

げ
る

」
と

い
う

方
針

だ
け

を
伝

え
て

い
た

が
、

今
回

の
震

災
を

踏
ま

え
、

行
動

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

し
た

。

-
-

宮
城

交
通

発
災

時
に

、
沿

岸
部

を
3

8
台

の
バ

ス
が

走
っ

て
い

た
。

し
か

し
、

乗
客

、
従

業
員

と
も

に
被

害
は

な
か

っ
た

。
こ

れ
は

、
運

が
良

か
っ

た
と

い
う

こ
と

も
あ

る
が

、
前

年
に

発
生

し
た

チ
リ

地
震

で
の

避
難

行
動

の
成

果
だ

と
思

う
。

仙
南

交
通

発
災

直
後

、
ラ

ジ
オ

で
1

0
ｍ

以
上

の
津

波
が

来
る

と
の

警
報

が
流

れ
た

た
め

、
全

て
の

運
行

を
中

止
さ

せ
る

こ
と

と
し

た
。

沿
岸

部
を

運
行

す
る

名
取

市
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

に
つ

い
て

は
、

車
で

現
地

ま
で

行
き

、
運

行
を

中
止

さ
せ

た
。

-
-

職
員

の
安

全
確

保
岩

手
県

交
通

通
常

は
本

社
の

2
階

に
対

策
本

部
を

設
置

す
る

が
、

停
電

し
た

こ
と

や
余

震
も

多
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
屋

外
に

設
置

し
、

ラ
ジ

オ
や

携
帯

電
話

で
の

情
報

収
集

を
行

っ
た

。
-

-

岩
手

県
交

通
大

船
渡

営
業

所
と

高
田

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
(営

業
所

)が
津

波
に

よ
り

、
流

失
し

た
。

釜
石

営
業

所
の

車
庫

も
流

失
し

た
。

-
-

岩
手

県
交

通
従

業
員

の
安

否
に

つ
い

て
は

、
避

難
所

の
名

簿
、

県
の

安
否

確
認

情
報

、
新

聞
な

ど
に

従
業

員
の

行
方

不
明

者
が

な
い

か
を

確
認

し
た

。
3

月
中

に
は

概
ね

確
認

で
き

た
が

、
死

亡
し

た
社

員
が

確
認

で
き

た
の

は
、

ゴ
ー

ル
デ

ン
ウ

ィ
ー

ク
過

ぎ
や

夏
に

な
っ

て
か

ら
で

あ
る

。

宮
城

交
通

対
策

本
部

を
設

置
す

る
本

社
は

倒
壊

の
お

そ
れ

が
あ

っ
た

。
-

-

宮
城

交
通

気
仙

沼
営

業
所

、
石

巻
営

業
所

、
岡

田
受

託
出

張
所

は
、

津
波

に
よ

る
甚

大
な

被
害

が
あ

っ
た

。
そ

の
ほ

か
、

女
川

車
庫

、
古

川
営

業
所

も
被

災
し

た
。

-
-

岩
手

県
バ

ス
協

会
協

会
が

入
居

す
る

ビ
ル

は
古

く
、

2
階

建
て

の
建

物
に

あ
と

か
ら

3
階

部
分

を
増

築
し

た
も

の
で

、
揺

れ
が

強
く

、
床

に
落

ち
た

も
の

で
足

の
踏

み
場

も
な

い
よ

う
な

状
態

と
な

っ
た

。
会

員
の

被
災

状
況

を
確

認
し

よ
う

と
し

た
が

、
発

災
当

日
は

電
話

も
fa

x
も

使
え

ず
、

ま
た

、
入

居
し

て
い

る
ビ

ル
か

ら
避

難
指

示
が

出
た

た
め

、
何

も
出

来
な

か
っ

た
。

-
-

職
員

の
安

全
確

保
策

の
整

備

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
重 要 事 項

R
-
1

-
2

項
目

1
　

発
災

時
の

安
全

の
確

保

乗
客

の
安

全
確

保
策

の
整

備

E
-
1

-
1

 
R

-
1

-
1

E
-
1

-
2

 

Ｅ
　

危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
Ｒ

　
リ

ス
ク

管
理

（
事

前
対

応
）

：
リ

ス
ク

管
理

（
事

前
対

応
）

編
・

危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
編

掲
載
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・
地

域
の

モ
ビ

リ
テ

ィ
を

確
保

す
る

上
で

の
問

題
・

課
題

・
事

前
の

備
え

に
よ

り
計

画
的

な
対

応
が

求
め

ら
れ

る
取

り
組

み
・

事
前

の
備

え
が

役
に

立
っ

た
取

り
組

み
・

緊
急

的
な

対
応

で
あ

っ
た

が
参

考
と

な
る

取
り

組
み

回
答

者
内

容
回

答
者

内
容

R
-
2

-
1

組
織

体
制

の
整

備
E

-
2

-
1

 
組

織
体

制
の

確
立

釜
石

市
市

民
課

は
交

通
を

担
当

し
て

い
る

が
、

火
葬

業
務

、
窓

口
業

務
、

避
難

所
の

運
営

の
補

助
や

食
料

班
な

ど
も

担
当

し
て

お
り

、
交

通
に

つ
い

て
十

分
な

対
応

が
で

き
る

わ
け

で
は

な
く

、
専

門
に

対
応

で
き

る
部

署
や

職
員

も
必

要
で

は
な

い
か

。

釜
石

市
発

災
後

の
交

通
事

業
者

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
災

害
直

後
は

混
乱

す
る

と
こ

ろ
も

あ
っ

た
が

、
基

本
的

に
市

民
課

が
対

応
し

た
。

-
-

釜
石

市
県

と
は

鉄
道

・
バ

ス
だ

け
で

な
く

、
「

『
減

ク
ル

マ
』

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

」
な

ど
の

取
り

組
み

で
も

連
携

し
て

お
り

、
平

常
時

か
ら

気
軽

に
連

絡
で

き
る

関
係

は
で

き
て

い
た

。
発

災
後

も
県

は
経

費
の

支
援

や
ア

ド
バ

イ
ス

な
ど

市
町

村
の

支
援

を
行

っ
て

お
り

、
県

と
市

町
村

は
よ

い
関

係
が

で
き

て
い

る
の

で
は

な
い

か
。

八
戸

市
市

は
、

バ
ス

事
業

者
に

対
し

て
運

行
に

関
す

る
指

示
を

出
す

な
ど

の
こ

と
は

し
て

い
な

い
。

も
っ

と
も

、
市

自
体

も
避

難
所

対
応

等
が

あ
り

、
必

ず
し

も
公

共
交

通
に

特
化

し
た

業
務

を
行

え
る

環
境

で
は

な
か

っ
た

。

-
-

岩
手

県
県

の
バ

ス
担

当
は

少
数

で
あ

り
、

今
回

の
対

応
は

経
験

が
な

い
こ

と
ば

か
り

で
大

変
だ

っ
た

。
人

的
な

支
援

が
あ

れ
ば

あ
っ

た
で

あ
り

が
た

い
が

、
土

地
勘

が
な

い
と

難
し

い
と

こ
ろ

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

-
-

岩
手

県
交

通
事

業
者

と
の

日
頃

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
非

常
に

重
要

で
あ

る
。

い
ろ

い
ろ

な
こ

と
を

交
通

事
業

者
と

言
い

合
え

る
よ

う
に

な
っ

て
い

な
い

と
災

害
時

の
対

応
は

難
し

い
。

岩
手

県
今

回
の

震
災

で
は

、
県

内
市

町
村

で
は

、
職

員
も

多
く

被
災

し
、

十
分

な
人

手
を

確
保

で
き

ず
、

交
通

事
業

者
の

手
配

な
ど

に
手

が
回

ら
な

い
と

い
う

状
況

と
な

っ
た

。
岩

手
県

県
で

は
、

市
町

村
の

要
請

や
避

難
所

へ
の

希
望

調
査

に
基

づ
き

、
内

陸
部

へ
の

一
時

避
難

、
入

浴
支

援
、

患
者

の
輸

送
の

手
配

を
行

っ
た

。

-
-

岩
手

県
県

内
の

市
町

村
は

、
発

災
後

交
通

事
業

者
に

委
託

し
、

無
料

バ
ス

を
運

行
す

る
等

し
た

が
、

市
町

村
か

ら
は

こ
れ

ら
の

経
費

の
支

援
要

請
が

あ
り

、
4

/
1

以
降

の
運

行
分

に
つ

い
て

、
3

ヶ
月

間
を

上
限

に
、

そ
の

1
/
2

を
補

助
す

る
こ

と
と

し
た

。

宮
城

県
臨

時
バ

ス
の

運
行

に
つ

い
て

の
関

係
機

関
の

役
割

分
担

、
連

絡
体

制
を

明
確

に
す

る
な

ど
の

検
討

も
行

い
た

い
。

宮
城

県
仙

台
へ

の
移

動
手

段
を

確
保

す
る

た
め

、
3

/
1

6
に

道
路

運
送

法
2

1
条

に
よ

る
貸

切
バ

ス
に

よ
る

乗
合

運
行

を
認

め
て

も
ら

う
よ

う
運

輸
局

に
要

請
し

、
市

町
村

に
対

し
て

そ
の

旨
を

通
知

し
た

。
市

町
村

は
独

自
に

バ
ス

事
業

者
に

依
頼

し
、

最
大

1
5

の
自

治
体

が
臨

時
バ

ス
を

運
行

さ
せ

た
。

宮
城

県
自

治
体

の
対

応
は

、
バ

ス
運

行
の

制
度

に
精

通
し

て
い

る
か

ど
う

か
が

大
き

く
影

響
し

て
く

る
。

日
頃

か
ら

交
通

へ
の

関
わ

り
が

な
い

と
、

災
害

時
に

ど
う

す
れ

ば
よ

い
か

、
ど

こ
に

問
い

合
わ

せ
れ

ば
よ

い
の

か
を

考
え

る
と

こ
ろ

か
ら

始
ま

る
た

め
、

対
応

に
時

間
が

か
か

る
。

宮
城

県
バ

ス
の

運
行

に
つ

い
て

、
市

町
村

は
ど

こ
に

問
合

せ
を

し
た

ら
よ

い
か

分
か

ら
ず

、
県

に
問

合
せ

を
し

て
く

る
ケ

ー
ス

も
あ

る
。

県
と

し
て

は
，

バ
ス

等
の

運
行

に
関

わ
る

手
続

き
や

活
用

が
で

き
る

補
助

制
度

、
問

い
合

わ
せ

先
な

ど
に

つ
い

て
整

理
し

ア
ド

バ
イ

ス
を

行
っ

て
い

る
。

県
で

あ
れ

ば
、

他
市

町
村

の
状

況
も

分
か

る
の

で
、

手
続

き
の

経
験

が
あ

る
市

町
村

の
紹

介
も

し
て

い
る

。

-
-

岩
手

県
交

通
釜

石
、

大
船

渡
、

陸
前

高
田

の
営

業
所

は
、

ダ
イ

ヤ
な

ど
に

つ
い

て
日

頃
か

ら
市

の
担

当
者

と
の

付
き

合
い

が
あ

り
、

災
害

時
の

窓
口

と
な

っ
て

も
ら

っ
た

。

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
重 要 事 項 項

目
2

　
災

害
対

応
の

体
制

の
確

保

Ｅ
　

危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
Ｒ

　
リ

ス
ク

管
理

（
事

前
対

応
）

：
リ

ス
ク

管
理

（
事

前
対

応
）

編
・

危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
編

掲
載
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・
地

域
の

モ
ビ

リ
テ

ィ
を

確
保

す
る

上
で

の
問

題
・

課
題

・
事

前
の

備
え

に
よ

り
計

画
的

な
対

応
が

求
め

ら
れ

る
取

り
組

み
・

事
前

の
備

え
が

役
に

立
っ

た
取

り
組

み
・

緊
急

的
な

対
応

で
あ

っ
た

が
参

考
と

な
る

取
り

組
み

回
答

者
内

容
回

答
者

内
容

宮
城

交
通

災
害

時
に

は
、

混
雑

す
る

バ
ス

停
の

人
員

整
理

、
炊

き
出

し
な

ど
仕

事
は

た
く

さ
ん

あ
る

。
乗

務
員

に
は

運
行

に
専

念
し

て
も

ら
え

る
よ

う
に

、
他

の
出

勤
で

き
た

従
業

員
で

な
ん

と
か

対
応

し
た

と
い

う
状

態
だ

っ
た

。

宮
城

交
通

電
話

が
復

旧
し

て
か

ら
、

利
用

者
か

ら
の

電
話

が
殺

到
し

、
震

災
で

仕
事

が
減

っ
た

バ
ス

ガ
イ

ド
が

対
応

す
る

な
ど

し
た

。
バ

ス
停

の
乗

客
の

整
理

に
つ

い
て

は
、

現
場

に
出

た
こ

と
な

い
部

署
の

職
員

に
も

お
願

い
し

た
。

宮
城

交
通

被
災

者
輸

送
に

対
す

る
取

り
ま

と
め

役
の

不
在

（
行

政
か

ら
、

無
償

で
の

運
行

依
頼

が
た

く
さ

ん
来

た
。

ま
た

、
県

や
自

治
体

か
ら

要
請

が
バ

ラ
バ

ラ
に

来
た

た
め

、
整

理
に

混
乱

を
極

め
た

）

宮
城

交
通

昨
年

か
ら

年
1

回
、

各
自

治
体

を
回

っ
て

意
見

交
換

を
行

っ
て

い
る

。
そ

の
環

境
を

整
え

て
い

た
こ

と
に

よ
り

、
今

回
の

被
災

後
の

調
整

で
も

、
話

し
合

い
を

し
や

す
か

っ
た

。

宮
城

交
通

複
数

の
市

町
村

と
の

広
域

的
な

連
携

が
必

要
に

な
っ

た
が

、
自

治
体

間
の

取
り

ま
と

め
役

が
機

能
し

た
と

は
言

え
ず

、
当

社
が

調
整

役
と

な
っ

た
場

面
も

あ
る

。
広

域
を

ま
と

め
る

県
の

役
割

等
対

応
策

が
必

要
。

-
-

-
-

岩
手

県
交

通
釜

石
営

業
所

バ
ス

の
運

行
に

関
し

て
担

当
課

と
細

か
な

調
整

が
あ

っ
た

が
、

基
本

的
に

は
災

害
直

後
は

災
害

対
策

本
部

（
防

災
課

）
、

平
常

時
に

近
い

形
で

バ
ス

を
運

行
す

る
よ

う
に

な
っ

て
か

ら
は

市
民

課
が

連
絡

窓
口

と
な

っ
た

。

-
-

岩
手

県
交

通
釜

石
営

業
所

防
災

会
議

の
メ

ン
バ

ー
に

な
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
防

災
課

と
は

日
頃

か
ら

面
識

が
あ

り
、

ま
た

、
ダ

イ
ヤ

の
調

整
等

で
市

民
課

と
面

識
が

あ
っ

た
。

こ
う

し
た

日
頃

か
ら

の
付

き
合

い
が

、
災

害
時

の
対

応
に

も
役

に
立

っ
て

い
る

。

仙
南

交
通

バ
ス

協
会

を
通

じ
た

輸
送

に
つ

い
て

は
、

一
度

輸
送

要
請

を
受

け
た

と
こ

ろ
に

要
請

が
集

中
し

て
い

る
よ

う
な

と
こ

ろ
が

あ
り

、
県

北
の

事
業

者
が

県
南

の
輸

送
を

行
っ

て
い

る
も

の
が

あ
る

。
協

会
は

全
て

の
事

業
者

に
要

請
を

伝
え

る
べ

き
で

は
な

か
っ

た
か

と
思

う
。

ま
た

、
要

請
の

一
部

な
ら

対
応

で
き

る
よ

う
な

場
合

も
考

え
ら

れ
る

た
め

、
事

業
者

を
上

手
く

調
整

し
、

効
率

的
に

バ
ス

を
確

保
す

る
よ

う
な

こ
と

も
あ

っ
て

も
よ

い
の

で
は

な
い

か
。

た
だ

、
現

在
の

バ
ス

協
会

の
人

員
で

は
こ

れ
以

上
の

対
応

は
難

し
い

と
思

う
。

災
害

時
に

は
、

会
員

事
業

者
が

人
を

出
す

よ
う

な
仕

組
み

が
あ

っ
て

も
よ

い
の

で
は

な
い

か
。

-
-

岩
手

県
バ

ス
協

会
バ

ス
協

会
と

し
て

災
害

対
応

が
で

き
る

よ
う

対
策

本
部

の
設

置
な

ど
防

災
計

画
の

よ
う

な
も

の
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
緊

急
輸

送
要

請
に

対
応

す
る

た
め

の
具

体
的

な
ス

キ
ー

ム
作

り
が

必
要

で
あ

る
。

岩
手

県
バ

ス
協

会
会

員
の

た
め

に
何

が
で

き
る

か
を

考
え

、
震

災
発

生
直

後
に

県
へ

の
燃

料
確

保
の

要
請

を
行

っ
た

。
ま

た
、

東
北

バ
ス

協
議

会
と

し
て

、
日

本
バ

ス
協

会
を

通
し

て
全

国
の

バ
ス

事
業

者
に

対
し

て
中

古
バ

ス
車

両
の

提
供

依
頼

を
行

な
っ

た
。

平
時

も
通

達
な

ど
が

あ
れ

ば
そ

の
都

度
、

会
員

に
情

報
提

供
を

行
っ

て
い

る
が

、
震

災
後

は
3

／
1

8
か

ら
会

員
向

け
に

「
バ

ス
協

会
だ

よ
り

」
を

発
行

し
、

被
害

状
況

、
中

古
車

の
あ

っ
せ

ん
、

資
金

繰
り

等
に

関
す

る
情

報
を

提
供

し
た

。
基

本
的

に
fa

x
で

あ
る

が
、

fa
x
で

送
信

で
き

な
い

場
合

は
郵

送
し

た
。

事
務

所
が

流
さ

れ
運

行
に

必
要

な
帳

票
等

の
書

類
が

な
い

事
業

者
(4

社
)に

は
、

必
要

な
書

類
を

一
式

送
る

な
ど

の
支

援
も

し
た

。

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
重 要 事 項

Ｅ
　

危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
Ｒ

　
リ

ス
ク

管
理

（
事

前
対

応
）

：
リ

ス
ク

管
理

（
事

前
対

応
）

編
・

危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
編

掲
載
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 資-5 

 
・

地
域

の
モ

ビ
リ

テ
ィ

を
確

保
す

る
上

で
の

問
題

・
課

題
・

事
前

の
備

え
に

よ
り

計
画

的
な

対
応

が
求

め
ら

れ
る

取
り

組
み

・
事

前
の

備
え

が
役

に
立

っ
た

取
り

組
み

・
緊

急
的

な
対

応
で

あ
っ

た
が

参
考

と
な

る
取

り
組

み

回
答

者
内

容
回

答
者

内
容

宮
城

県
バ

ス
協

会
自

治
体

か
ら

の
輸

送
要

請
に

対
応

で
き

た
こ

と
は

よ
か

っ
た

が
、

要
請

が
県

、
バ

ス
協

会
や

事
業

者
な

ど
か

ら
バ

ラ
バ

ラ
に

来
た

た
め

、
そ

れ
ぞ

れ
個

別
に

対
応

し
て

い
る

。
県

な
ど

が
全

体
を

み
て

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
す

る
よ

う
な

仕
組

み
も

必
要

で
は

な
い

か
。

ま
た

、
県

や
自

治
体

、
バ

ス
協

会
な

ど
が

人
を

出
し

合
っ

て
、

輸
送

要
請

に
対

応
す

る
よ

う
な

こ
と

が
で

き
れ

ば
よ

い
の

で
は

な
い

か
。

バ
ス

協
会

は
4

人
し

か
お

ら
ず

、
協

会
だ

け
で

は
対

応
で

き
な

い
。

宮
城

県
バ

ス
協

会
会

員
事

業
者

へ
の

支
援

と
し

て
、

以
下

の
こ

と
を

行
っ

た
。

①
 バ

ス
譲

渡
の

要
請

②
 帳

票
、

物
資

等
の

支
給

③
 そ

の
他

(見
舞

金
の

支
給

や
会

費
の

免
除

等
)

R
-
2

-
2

対
応

拠
点

の
整

備
E

-
2

-
2

対
応

拠
点

の
確

保
-

-
東

北
運

輸
局

庁
舎

は
停

電
し

て
い

た
が

非
常

用
電

源
に

よ
り

照
明

は
点

灯
し

た
。

ま
た

、
炊

事
場

に
非

常
用

電
源

を
使

え
る

コ
ン

セ
ン

ト
が

一
つ

あ
る

こ
と

が
分

か
り

、
そ

こ
か

ら
延

長
コ

ー
ド

を
引

き
、

自
動

車
交

通
部

の
パ

ソ
コ

ン
が

1
台

使
え

る
よ

う
に

な
っ

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

本
省

と
の

パ
ソ

コ
ン

に
よ

る
連

絡
も

可
能

に
な

り
、

災
害

対
策

本
部

の
資

料
も

パ
ソ

コ
ン

で
作

成
し

た
も

の
に

な
っ

た
。

（
震

災
当

日
の

資
料

は
手

書
き

の
も

の
だ

っ
た

。
）

-
-

岩
手

県
県

庁
内

は
棚

が
倒

れ
る

等
の

被
害

は
な

く
、

ま
た

、
非

常
用

電
源

が
あ

っ
た

た
め

停
電

せ
ず

、
通

常
の

業
務

が
で

き
る

状
況

だ
っ

た
。

岩
手

県
交

通
通

常
は

本
社

の
2

階
に

対
策

本
部

を
設

置
す

る
が

、
停

電
し

た
こ

と
や

余
震

も
多

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

屋
外

に
設

置
し

、
ラ

ジ
オ

や
携

帯
電

話
で

の
情

報
収

集
を

行
っ

た
。

岩
手

県
交

通
夜

に
な

り
、

矢
巾

営
業

所
か

ら
観

光
バ

ス
を

一
台

用
意

し
、

そ
こ

を
対

策
本

部
と

し
た

。
2

1
時

に
運

行
を

終
了

し
て

か
ら

は
、

県
庁

前
に

バ
ス

を
移

動
さ

せ
、

県
の

対
策

本
部

で
情

報
収

集
す

る
と

と
も

に
、

県
の

担
当

者
と

翌
日

の
運

行
に

つ
い

て
打

合
せ

な
ど

を
行

っ
た

。

岩
手

県
交

通
大

船
渡

営
業

所
と

高
田

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
(営

業
所

)が
、

津
波

に
よ

り
流

失
し

た
。

釜
石

営
業

所
の

車
庫

も
流

失
し

た
。

岩
手

県
交

通
大

船
渡

営
業

所
は

車
両

1
台

を
事

務
所

と
し

て
配

備
し

、
現

地
で

再
開

し
た

。
現

在
は

、
高

台
に

移
転

し
た

仮
設

の
営

業
所

で
営

業
を

再
開

し
て

い
る

。
高

田
バ

ス
タ

ー
ミ

ナ
ル

（
営

業
所

）
は

高
台

に
土

地
が

な
く

、
再

開
の

見
込

み
は

立
っ

て
い

な
い

。
大

船
渡

営
業

所
か

ら
車

両
を

回
し

て
い

る
。

宮
城

交
通

対
策

本
部

を
設

置
す

る
本

社
は

倒
壊

の
お

そ
れ

が
あ

っ
た

。
宮

城
交

通
建

物
が

安
全

で
、

観
光

バ
ス

が
あ

る
（

無
線

と
テ

レ
ビ

が
設

置
さ

れ
て

い
る

）
本

社
に

隣
接

す
る

仙
台

北
営

業
所

に
対

策
本

部
を

設
け

た
。

宮
城

交
通

気
仙

沼
営

業
所

、
石

巻
営

業
所

、
岡

田
受

託
出

張
所

は
津

波
に

よ
る

甚
大

な
被

害
が

あ
っ

た
。

そ
の

ほ
か

女
川

車
庫

、
古

川
営

業
所

も
被

災
し

た
。

宮
城

交
通

車
両

の
活

用
（

石
巻

営
業

所
、

古
川

営
業

所
）

や
公

共
施

設
の

借
用

（
気

仙
沼

営
業

所
）

に
よ

り
対

応
。

気
仙

沼
は

既
存

用
地

で
の

再
開

は
困

難
。

岩
手

県
バ

ス
協

会
協

会
が

入
居

す
る

ビ
ル

は
古

く
、

2
階

建
て

の
建

物
に

あ
と

か
ら

3
階

部
分

を
増

築
し

た
も

の
で

、
揺

れ
が

強
く

、
床

に
落

ち
た

も
の

で
足

の
踏

み
場

も
な

い
よ

う
な

状
態

と
な

っ
た

。
会

員
の

被
災

状
況

を
確

認
し

よ
う

と
し

た
が

、
発

災
当

日
は

電
話

も
fa

x
も

使
え

ず
、

ま
た

、
入

居
し

て
い

る
ビ

ル
か

ら
避

難
指

示
が

出
た

た
め

何
も

出
来

な
か

っ
た

。

-
-

R
-
2

-
3

通
信

・
連

絡
手

段
の

整
備

E
-
2

-
3

通
信

・
連

絡
手

段
の

確
保

東
北

運
輸

局
所

管
事

業
の

被
害

状
況

、
運

行
状

況
に

つ
い

て
は

、
管

内
（

東
北

6
県

）
の

交
通

事
業

者
に

連
絡

を
試

み
た

が
、

な
か

な
か

電
話

が
通

じ
ず

当
日

に
連

絡
が

取
れ

た
の

は
5

事
業

者
（

秋
田

2
社

、
青

森
2

社
、

宮
城

1
社

）
の

み
で

あ
る

。

-
-

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
重 要 事 項

Ｅ
　

危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
Ｒ

　
リ

ス
ク

管
理

（
事

前
対

応
）

：
リ

ス
ク

管
理

（
事

前
対

応
）

編
・

危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
編

掲
載
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 資-6 

 
・

地
域

の
モ

ビ
リ

テ
ィ

を
確

保
す

る
上

で
の

問
題

・
課

題
・

事
前

の
備

え
に

よ
り

計
画

的
な

対
応

が
求

め
ら

れ
る

取
り

組
み

・
事

前
の

備
え

が
役

に
立

っ
た

取
り

組
み

・
緊

急
的

な
対

応
で

あ
っ

た
が

参
考

と
な

る
取

り
組

み

回
答

者
内

容
回

答
者

内
容

東
北

運
輸

局
災

害
時

に
は

、
交

通
事

業
者

が
運

輸
局

、
支

局
の

防
災

用
の

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
に

被
災

状
況

、
運

行
状

況
等

を
報

告
す

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
が

、
停

電
し

た
こ

と
も

あ
り

報
告

が
な

か
っ

た
。

交
通

事
業

者
の

状
況

は
ほ

と
ん

ど
把

握
で

き
な

い
状

況
で

あ
っ

た
。

-
-

岩
手

県
発

災
直

後
か

ら
交

通
事

業
者

に
被

災
状

況
、

運
行

状
況

を
確

認
す

る
た

め
電

話
を

し
た

。
固

定
電

話
は

全
く

通
じ

な
い

状
況

で
あ

っ
た

が
、

個
人

の
携

帯
電

話
に

は
、

通
信

状
況

が
悪

か
っ

た
も

の
の

、
繋

が
る

こ
と

が
あ

っ
た

。

岩
手

県
運

行
状

況
や

被
災

状
況

等
が

収
集

で
き

な
い

こ
と

か
ら

、
各

社
の

バ
ス

が
集

ま
る

バ
ス

セ
ン

タ
ー

へ
行

き
、

バ
ス

セ
ン

タ
ー

で
待

機
す

る
ド

ラ
イ

バ
ー

に
状

況
を

聞
い

た
り

、
事

業
者

の
担

当
者

等
の

携
帯

電
話

の
番

号
を

教
え

て
も

ら
っ

た
り

し
た

。
翌

日
以

降
は

、
個

人
の

携
帯

電
話

を
中

心
に

、
交

通
事

業
者

に
連

絡
し

、
被

災
状

況
、

運
行

状
況

が
徐

々
に

入
手

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

岩
手

県
交

通
事

業
者

と
の

連
絡

体
制

に
つ

い
て

は
、

固
定

電
話

だ
け

で
な

く
、

携
帯

電
話

の
番

号
、

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
を

把
握

し
て

お
く

と
有

効
で

あ
る

。
-

-

八
戸

市
バ

ス
事

業
者

の
電

話
に

利
用

者
の

問
合

せ
が

集
中

し
、

市
か

ら
電

話
し

て
も

つ
な

が
ら

な
い

状
態

だ
っ

た
。

-
-

-
釜

石
市

災
害

直
後

は
電

話
が

繋
が

ら
ず

、
職

員
に

は
現

場
に

出
る

際
は

防
災

無
線

を
携

帯
さ

せ
た

。
携

帯
電

話
が

通
じ

る
よ

う
に

な
っ

て
か

ら
は

、
個

人
の

携
帯

電
話

が
役

に
立

っ
た

。
電

話
が

通
じ

な
い

中
で

は
、

関
係

機
関

が
無

線
を

共
有

で
き

る
と

よ
い

。

岩
手

県
交

通
発

災
直

後
に

全
て

の
営

業
所

に
対

し
、

電
話

で
安

全
確

認
（

人
、

施
設

、
運

行
状

況
）

を
行

っ
た

。
こ

の
時

点
で

は
、

沿
岸

部
の

事
業

所
と

も
連

絡
が

取
れ

た
が

、
そ

の
後

、
津

波
に

よ
り

携
帯

電
話

の
基

地
局

が
被

災
し

た
た

め
、

沿
岸

部
の

営
業

所
と

は
連

絡
が

取
れ

な
く

な
っ

た
。

岩
手

県
交

通
大

船
渡

営
業

所
は

津
波

に
よ

り
営

業
所

が
流

失
し

た
こ

と
か

ら
、

本
社

ま
で

直
接

状
況

報
告

に
来

る
な

ど
の

対
応

が
取

ら
れ

た
。

-
-

岩
手

県
交

通
災

害
直

後
は

電
話

が
通

じ
ず

、
本

社
や

市
と

も
連

絡
が

取
れ

な
い

状
況

だ
っ

た
。

3
日

目
く

ら
い

に
遠

野
に

携
帯

電
話

が
通

じ
る

場
所

が
あ

る
こ

と
が

分
か

り
、

本
社

と
連

絡
す

る
よ

う
に

し
た

。
そ

の
後

、
都

南
営

業
所

と
無

線
が

通
じ

、
都

南
営

業
所

を
経

由
し

、
本

社
と

連
絡

を
取

る
よ

う
に

な
っ

た
。

-
-

岩
手

県
交

通
釜

石
営

業
所

災
害

直
後

は
電

話
が

通
じ

ず
、

本
社

や
市

と
も

連
絡

が
取

れ
な

い
状

況
だ

っ
た

。
発

災
当

日
に

市
の

災
害

対
策

本
部

か
ら

伝
令

が
来

て
、

翌
日

以
降

の
バ

ス
運

行
の

要
請

が
あ

っ
た

。

宮
城

県
3

/
1

1
、

1
2

は
停

電
も

あ
り

電
話

な
ど

が
一

切
通

じ
ず

、
外

部
と

の
連

絡
が

と
れ

な
い

状
況

で
あ

っ
た

。
宮

城
県

被
害

、
運

行
状

況
の

収
集

に
つ

い
て

は
、

直
接

行
き

来
し

た
り

，
個

人
の

携
帯

電
話

を
活

用
し

た
り

と
，

さ
ま

ざ
ま

な
手

段
に

よ
り

情
報

を
入

手
し

た
。

宮
城

県
被

災
等

の
状

況
が

分
か

ら
な

い
こ

と
が

一
番

不
安

な
状

態
で

あ
る

た
め

、
情

報
手

段
が

な
い

中
で

、
市

町
村

や
事

業
者

と
密

に
連

絡
を

取
る

た
め

の
情

報
網

の
整

備
が

必
要

で
あ

る
。

-
-

岩
手

県
バ

ス
協

会
今

回
の

震
災

で
は

、
会

員
事

業
者

の
被

害
状

況
の

確
認

に
時

間
を

要
し

、
緊

急
輸

送
へ

の
対

応
も

大
変

だ
っ

た
。

通
信

が
確

保
で

き
な

い
事

態
で

も
、

協
会

と
会

員
事

業
者

が
連

絡
で

き
る

方
法

の
検

討
や

体
制

が
必

要
で

あ
る

。

-
-

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
重 要 事 項

Ｅ
　

危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
Ｒ

　
リ

ス
ク

管
理

（
事

前
対

応
）

：
リ

ス
ク

管
理

（
事

前
対

応
）

編
・

危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
編

掲
載
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・

地
域

の
モ

ビ
リ

テ
ィ

を
確

保
す

る
上

で
の

問
題

・
課

題
・

事
前

の
備

え
に

よ
り

計
画

的
な

対
応

が
求

め
ら

れ
る

取
り

組
み

・
事

前
の

備
え

が
役

に
立

っ
た

取
り

組
み

・
緊

急
的

な
対

応
で

あ
っ

た
が

参
考

と
な

る
取

り
組

み

回
答

者
内

容
回

答
者

内
容

宮
城

交
通

普
通

の
電

話
回

線
、

災
害

優
先

電
話

回
線

、
携

帯
電

話
は

全
く

使
え

な
い

状
態

に
陥

っ
た

。
ま

た
、

市
内

の
営

業
所

を
つ

な
ぐ

路
線

バ
ス

用
の

デ
ジ

タ
ル

M
C

A
無

線
も

、
本

社
に

予
備

電
源

が
な

か
っ

た
の

で
使

え
な

か
っ

た
。

宮
城

交
通

運
行

し
て

い
る

バ
ス

に
対

し
、

運
行

営
業

所
よ

り
路

線
バ

ス
の

M
C

A
無

線
を

使
用

し
て

、
「

道
路

状
況

に
注

意
し

て
終

点
ま

で
向

か
い

、
そ

の
後

運
行

を
中

止
し

て
、

営
業

所
に

戻
る

よ
う

に
」

指
示

し
た

。
対

策
本

部
で

は
、

各
営

業
所

に
無

線
を

搭
載

し
た

観
光

バ
ス

を
配

置
し

、
情

報
の

収
集

に
努

め
た

。

宮
城

県
バ

ス
協

会
発

災
直

後
は

停
電

な
ど

に
よ

り
全

く
電

話
が

通
じ

な
か

っ
た

た
め

、
会

員
事

業
者

の
安

否
確

認
は

で
き

な
か

っ
た

。
3

/
1

4
（

月
）

に
電

話
が

通
じ

る
よ

う
に

な
り

、
会

員
事

業
者

と
連

絡
が

取
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
が

、
三

陸
地

域
の

事
業

者
と

は
2

、
3

週
間

連
絡

が
取

れ
な

か
っ

た
。

宮
城

県
バ

ス
協

会
会

員
事

業
者

の
非

常
時

の
緊

急
連

絡
先

を
定

期
的

（
年

1
回

）
に

調
査

し
て

い
る

。
一

部
の

事
業

者
は

、
携

帯
電

話
番

号
を

届
け

て
お

り
、

発
災

後
の

連
絡

に
役

に
立

っ
た

。
固

定
電

話
以

外
の

連
絡

先
も

必
要

と
考

え
て

い
た

が
、

個
人

情
報

の
保

護
の

問
題

な
ど

も
あ

り
、

届
出

が
あ

っ
た

も
の

を
そ

の
ま

ま
に

し
て

い
た

。

福
島

交
通

災
害

時
の

連
絡

体
制

の
整

備
が

必
要

で
あ

る
。

営
業

所
に

は
衛

星
電

話
、

車
両

に
は

無
線

の
設

置
も

必
要

で
あ

る
。

そ
の

他
、

バ
ス

ロ
ケ

な
ど

バ
ス

の
位

置
を

把
握

で
き

る
よ

う
な

設
備

も
必

要
で

あ
る

。

-
-

E
-
3

-
1

-
-

岩
手

県
道

路
の

被
害

状
況

に
つ

い
て

は
、

基
本

的
に

交
通

事
業

者
が

現
地

の
営

業
所

等
で

独
自

に
確

認
し

て
い

る
が

、
問

い
合

わ
せ

が
あ

っ
た

も
の

に
つ

い
て

は
災

害
対

策
本

部
で

調
べ

て
回

答
し

て
い

る
。

-
-

宮
城

県
道

路
の

被
災

状
況

に
つ

い
て

は
土

木
部

等
が

対
応

し
て

い
た

。
県

災
害

対
策

本
部

に
国

な
ど

の
関

係
機

関
も

入
っ

て
お

り
、

情
報

が
集

ま
っ

て
い

た
。

交
通

事
業

者
か

ら
の

問
い

合
わ

せ
は

な
か

っ
た

の
で

各
自

で
確

認
し

て
い

た
の

で
は

な
い

か
。

岩
手

県
交

通
沿

岸
部

の
道

路
状

況
に

つ
い

て
は

独
自

に
調

査
し

た
。

岩
手

県
交

通
幹

線
的

な
道

路
に

つ
い

て
は

県
が

収
集

し
た

情
報

を
活

用
し

た
。

ま
た

、
従

業
員

に
通

勤
ル

ー
ト

の
道

路
の

状
況

を
確

認
す

る
な

ど
を

行
な

っ
た

。

宮
城

交
通

道
路

の
状

況
は

、
交

通
量

の
少

な
い

夜
間

と
早

朝
に

2
人

ペ
ア

で
現

地
を

確
認

し
た

。
道

路
の

被
害

状
況

に
つ

い
て

は
、

情
報

が
欲

し
か

っ
た

。
早

く
道

路
の

状
況

確
認

が
で

き
て

い
れ

ば
、

そ
れ

だ
け

早
く

運
行

で
き

た
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。

-
-

岩
手

県
交

通
釜

石
営

業
所

道
路

の
状

況
に

つ
い

て
は

市
の

災
害

対
策

本
部

に
も

確
認

し
た

が
、

実
際

の
走

行
の

前
に

一
度

現
地

を
確

認
し

た
。

-
-

仙
南

交
通

道
路

状
況

に
つ

い
て

は
、

試
走

（
現

地
確

認
）

の
他

、
地

図
で

沿
線

の
商

業
施

設
を

探
し

、
そ

こ
に

電
話

を
か

け
、

状
況

を
確

認
し

た
。

-
-

釜
石

市
発

災
後

の
道

路
の

状
況

確
認

の
方

法
は

徒
歩

で
行

っ
て

い
た

。
徐

々
に

情
報

が
入

っ
て

く
る

と
い

う
状

態
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
自

衛
隊

や
建

設
会

社
が

啓
開

作
業

を
行

っ
て

お
り

、
報

告
は

受
け

て
い

た
も

の
の

、
災

害
対

策
本

部
で

も
全

体
の

把
握

に
苦

慮
し

た
。

釜
石

市
被

災
者

の
ニ

ー
ズ

は
、

災
害

対
策

本
部

に
集

ま
る

も
の

や
市

民
課

に
寄

せ
ら

れ
る

意
見

か
ら

把
握

し
た

。
ま

た
、

交
通

事
業

者
に

も
直

接
入

る
要

望
も

あ
り

、
打

合
せ

で
随

時
確

認
し

、
路

線
・

ダ
イ

ヤ
等

の
見

直
し

を
協

議
し

た
。

-
-

岡
田

小
避

難
所

運
営

本
部

避
難

所
運

営
本

部
は

毎
朝

会
議

を
開

催
し

、
こ

れ
に

は
仙

台
市

の
職

員
と

自
衛

隊
員

も
参

加
し

た
。

自
衛

隊
の

苦
竹

駐
屯

地
に

あ
る

、
自

衛
隊

の
お

風
呂

に
週

に
3

日
、

市
の

バ
ス

で
通

っ
た

。
3

月
2

0
日

こ
ろ

か
ら

4
月

い
っ

ぱ
い

続
い

た
。

ま
た

、
市

で
書

類
手

続
き

な
ど

の
た

め
市

役
所

行
き

の
バ

ス
も

運
行

さ
れ

、
書

類
手

続
き

が
必

要
な

人
は

利
用

し
た

。

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
重 要 事 項

交
通

情
報

等
の

収
集

・
伝

達
体

制
の

整
備

R
-
3

-
1

項
目

3
　

交
通

に
係

る
情

報
の

収
集

・
共

有

交
通

情
報

等
の

収
集

・
伝

達

Ｅ
　

危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
Ｒ

　
リ

ス
ク

管
理

（
事

前
対

応
）

：
リ

ス
ク

管
理

（
事

前
対

応
）

編
・

危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
編

掲
載



巻末資料 

 資-8 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
地

域
の

モ
ビ

リ
テ

ィ
を

確
保

す
る

上
で

の
問

題
・

課
題

・
事

前
の

備
え

に
よ

り
計

画
的

な
対

応
が

求
め

ら
れ

る
取

り
組

み
・

事
前

の
備

え
が

役
に

立
っ

た
取

り
組

み
・

緊
急

的
な

対
応

で
あ

っ
た

が
参

考
と

な
る

取
り

組
み

回
答

者
内

容
回

答
者

内
容

宮
城

県
バ

ス
協

会
被

災
状

況
に

つ
い

て
報

告
の

統
一

様
式

が
な

い
た

め
、

会
員

事
業

者
に

確
認

な
ど

の
作

業
が

発
生

し
、

対
応

が
大

変
だ

っ
た

。
-

-

-
-

宮
城

県
バ

ス
協

会
高

速
バ

ス
に

つ
い

て
一

般
か

ら
の

問
合

せ
も

多
く

あ
っ

た
た

め
、

3
/
1

5
か

ら
高

速
バ

ス
、

鉄
道

代
替

バ
ス

の
運

行
状

況
を

収
集

し
、

宮
城

県
庁

、
仙

台
市

、
東

北
運

輸
局

、
日

本
バ

ス
協

会
や

Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ

（
一

般
社

団
法

人
日

本
旅

行
業

協
会

）
東

北
支

部
な

ど
に

、
震

災
後

約
３

週
間

、
毎

日
メ

ー
ル

に
よ

る
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

-
-

福
島

交
通

道
路

状
況

に
つ

い
て

は
県

・
市

町
村

の
情

報
を

収
集

し
た

。

R
-
3

-
2

E
-
3

-
2

宮
城

県
一

般
か

ら
鉄

道
・

バ
ス

の
運

行
状

況
の

問
合

せ
が

多
く

あ
っ

た
。

宮
城

県
鉄

道
・

バ
ス

の
運

行
状

況
に

つ
い

て
は

、
3

/
1

5
あ

た
り

か
ら

事
業

者
か

ら
入

手
し

た
情

報
を

Ｈ
Ｐ

に
掲

載
し

た
。

八
戸

市
（

事
業

者
別

の
対

応
で

は
各

々
の

対
応

と
な

っ
て

し
ま

う
の

で
）

第
三

者
的

機
関

が
、

事
業

者
や

交
通

モ
ー

ド
の

区
別

な
く

公
共

交
通

情
報

を
総

合
的

に
ま

と
め

て
出

す
こ

と
が

望
ま

し
い

。

八
戸

市
今

回
の

災
害

で
は

、
市

の
職

員
は

人
手

が
割

け
な

か
っ

た
が

、
代

わ
り

に
モ

ビ
リ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

が
あ

っ
た

が
ゆ

え
に

情
報

提
供

の
手

助
け

を
担

う
こ

と
が

で
き

た
。

八
戸

市
利

用
者

か
ら

の
交

通
に

対
す

る
具

体
的

な
問

合
せ

に
、

画
一

的
な

情
報

で
は

対
応

で
き

な
い

。
そ

の
た

め
最

終
的

に
は

人
手

（
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

）
が

重
要

。
八

戸
市

八
戸

中
心

市
街

地
モ

ビ
リ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

で
は

、
各

事
業

者
の

情
報

を
収

集
し

、
分

か
り

や
す

く
加

工
し

提
供

。
新

聞
等

に
掲

載
さ

れ
る

文
字

情
報

だ
け

で
は

利
用

者
は

分
か

ら
な

い
の

で
は

な
い

か
。

八
戸

市
運

行
時

間
帯

が
頻

繁
に

変
わ

っ
て

い
た

の
で

、
「

明
日

は
ど

う
な

る
の

か
」

と
い

う
問

合
せ

が
多

か
っ

た
。

ま
た

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

見
て

も
、

普
段

バ
ス

を
利

用
し

な
い

人
に

は
理

解
し

に
く

い
の

で
、

電
話

で
問

合
せ

が
あ

る
。

-
-

八
戸

市
営

バ
ス

1
日

あ
た

り
6

0
0

～
7

0
0

件
の

問
合

せ
が

あ
り

、
3

/
1

6
に

は
、

1
日

で
9

1
5

件
の

問
い

合
わ

せ
が

あ
っ

た
。

八
戸

市
営

バ
ス

運
行

状
況

が
変

更
に

な
る

場
合

に
は

、
全

停
留

所
・

全
待

合
所

に
お

知
ら

せ
を

掲
示

。
そ

の
ほ

か
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
の

情
報

提
供

、
「

ほ
っ

と
ス

ル
メ

ー
ル

」
（

八
戸

市
安

全
・

安
心

情
報

メ
ー

ル
）

で
情

報
発

信
、

電
話

で
の

問
合

せ
へ

の
対

応
。

岩
手

県
交

通
3

日
後

に
電

話
が

復
旧

す
る

と
運

行
状

況
の

問
い

合
わ

せ
が

殺
到

し
た

。
岩

手
県

交
通

回
線

が
復

旧
し

て
か

ら
は

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

運
行

情
報

を
掲

載
し

た
。

-
-

岩
手

県
交

通
災

害
対

策
本

部
は

被
災

状
況

等
の

情
報

を
優

先
す

る
た

め
、

バ
ス

運
行

情
報

に
つ

い
て

は
十

分
に

周
知

さ
れ

な
い

の
で

、
災

害
対

策
本

部
の

掲
示

板
に

運
行

状
況

を
掲

示
し

、
マ

ス
コ

ミ
等

に
提

供
し

た
。

-
-

岩
手

県
交

通
特

別
ダ

イ
ヤ

で
運

行
を

再
開

し
た

た
め

、
運

行
再

開
の

前
日

深
夜

に
時

刻
表

を
バ

ス
停

に
貼

り
出

し
た

。

-
-

岩
手

県
交

通
乗

合
事

業
部

バ
ス

の
運

行
情

報
は

災
害

対
策

本
部

へ
の

提
供

、
全

バ
ス

停
へ

掲
示

の
他

、
利

用
者

の
多

い
盛

岡
駅

、
県

庁
・

市
役

所
前

、
バ

ス
セ

ン
タ

ー
の

3
箇

所
に

人
を

配
置

し
、

案
内

な
ど

を
さ

せ
た

。

-
-

岩
手

県
バ

ス
協

会
高

速
バ

ス
に

つ
い

て
各

事
業

者
が

情
報

提
供

を
行

っ
て

い
た

が
、

正
確

な
情

報
が

必
要

と
考

え
、

関
係

事
業

者
と

協
議

し
、

3
/
1

6
か

ら
翌

日
の

各
社

の
運

行
予

定
を

ま
と

め
、

鉄
道

駅
や

バ
ス

セ
ン

タ
ー

等
乗

車
券

販
売

所
に

掲
示

す
る

と
と

も
に

、
県

や
運

輸
支

局
に

提
供

し
た

。
ま

た
、

最
初

は
高

速
バ

ス
の

情
報

だ
け

で
あ

っ
た

が
、

都
市

間
バ

ス
、

路
線

バ
ス

の
情

報
も

提
供

し
た

。

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
重 要 事 項

Ｅ
　

危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
Ｒ

　
リ

ス
ク

管
理

（
事

前
対

応
）

地
域

住
民

等
へ

の
交

通
情

報
等

の
提

供

地
域

住
民

等
へ

の
交

通
情

報
等

の
提

供
体

制
の

整
備

：
リ

ス
ク

管
理

（
事

前
対

応
）

編
・

危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
編

掲
載
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 資-9 

 
・

地
域

の
モ

ビ
リ

テ
ィ

を
確

保
す

る
上

で
の

問
題

・
課

題
・

事
前

の
備

え
に

よ
り

計
画

的
な

対
応

が
求

め
ら

れ
る

取
り

組
み

・
事

前
の

備
え

が
役

に
立

っ
た

取
り

組
み

・
緊

急
的

な
対

応
で

あ
っ

た
が

参
考

と
な

る
取

り
組

み

回
答

者
内

容
回

答
者

内
容

-
-

宮
城

交
通

電
気

や
電

話
が

つ
な

が
る

よ
う

に
な

っ
て

か
ら

、
そ

れ
ぞ

れ
以

下
の

情
報

提
供

を
行

っ
た

。
・

マ
ス

コ
ミ

に
運

行
情

報
を

連
日

F
A

X
で

流
し

た
。

・
電

話
の

問
合

せ
に

対
応

し
た

。
・

3
/
1

4
か

ら
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

修
正

し
た

。
（

名
古

屋
経

由
で

修
正

）

R
-
4

-
1

道
路

の
安

全
確

保
体

制
の

整
備

E
-
4

-
1

道
路

の
安

全
確

保
釜

石
市

発
災

後
の

道
路

の
状

況
確

認
の

方
法

は
徒

歩
で

行
っ

て
い

た
。

徐
々

に
情

報
が

入
っ

て
く

る
と

い
う

状
態

で
あ

っ
た

。
ま

た
、

自
衛

隊
や

建
設

会
社

が
啓

開
作

業
を

行
っ

て
お

り
、

報
告

は
受

け
て

い
た

も
の

の
、

災
害

対
策

本
部

で
も

全
体

の
把

握
に

苦
慮

し
た

。

-
-

-
-

岩
手

県
今

回
の

震
災

で
は

、
く

し
の

歯
作

戦
で

内
陸

部
と

沿
岸

部
を

結
ぶ

幹
線

道
路

が
早

期
に

啓
開

さ
れ

た
こ

と
で

、
内

陸
部

と
沿

岸
部

と
の

交
通

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

-
-

岩
手

県
交

通
バ

ス
の

運
行

ル
ー

ト
を

決
め

る
と

、
県

の
振

興
局

や
市

が
そ

の
ル

ー
ト

の
瓦

礫
の

除
去

を
自

衛
隊

に
要

請
す

る
な

ど
、

優
先

的
な

対
応

を
し

て
く

れ
た

。

R
-
4

-
2

E
-
4

-
2

交
通

規
制

の
実

施
八

戸
市

発
災

後
、

学
生

の
移

動
や

家
族

の
安

否
確

認
等

で
高

速
バ

ス
の

利
用

ニ
ー

ズ
が

あ
っ

た
が

、
高

速
道

路
を

バ
ス

が
通

行
で

き
ず

、
運

行
が

再
開

で
き

な
か

っ
た

こ
と

は
問

題
で

あ
る

。

岩
手

県
交

通
通

行
止

め
の

区
間

に
つ

い
て

も
県

警
に

相
談

し
、

バ
ス

は
通

行
の

許
可

を
も

ら
う

な
ど

の
対

応
を

取
っ

て
も

ら
っ

た
と

こ
ろ

も
あ

る
。

岩
手

県
（

内
陸

部
と

沿
岸

部
を

結
ぶ

幹
線

道
路

は
）

啓
開

直
後

は
緊

急
輸

送
道

路
に

指
定

さ
れ

、
バ

ス
の

通
行

が
許

可
さ

れ
ず

、
交

通
事

業
者

か
ら

の
要

請
も

あ
り

、
通

行
許

可
を

県
警

等
に

お
願

い
し

た
。

-
-

東
北

運
輸

局
震

災
直

後
は

、
バ

ス
は

緊
急

輸
送

車
両

扱
い

と
は

さ
れ

て
お

ら
ず

、
高

速
道

路
な

ど
緊

急
輸

送
路

の
通

行
は

で
き

な
い

状
態

で
あ

っ
た

。
3

/
1

4
に

北
信

局
か

ら
中

越
地

震
で

の
経

験
を

踏
ま

え
、

高
速

道
路

を
長

距
離

バ
ス

が
通

行
で

き
る

よ
う

、
警

察
に

要
請

し
て

は
ど

う
か

と
の

ア
ド

バ
イ

ス
が

あ
り

、
東

北
運

輸
局

か
ら

宮
城

県
警

に
要

請
を

し
た

が
、

命
に

直
接

関
わ

ら
な

い
限

り
バ

ス
を

緊
急

車
両

に
し

た
前

例
が

な
い

こ
と

な
ど

か
ら

、
最

初
は

難
色

を
示

さ
れ

た
。

し
か

し
最

終
的

に
は

、
運

輸
局

長
ま

た
は

県
の

要
請

が
あ

る
も

の
に

つ
い

て
は

事
業

者
が

申
請

を
す

れ
ば

通
行

可
能

と
い

う
回

答
を

得
た

。

-
-

岩
手

県
バ

ス
協

会
高

速
バ

ス
の

高
速

通
行

の
許

可
は

出
さ

れ
た

も
の

の
、

警
察

担
当

者
が

内
容

を
理

解
し

て
お

ら
ず

、
運

行
の

許
可

が
お

り
る

ま
で

に
、

数
時

間
を

要
す

る
場

面
も

あ
っ

た
。

-
-

R
-
5

-
1

燃
料

確
保

体
制

の
整

備

E
-
5

-
1

燃
料

の
確

保
東

北
運

輸
局

燃
料

不
足

が
深

刻
と

な
り

、
交

通
事

業
者

か
ら

は
燃

料
を

確
保

で
き

な
い

か
と

の
要

請
が

あ
っ

た
。

燃
料

列
車

の
運

行
な

ど
に

よ
り

、
徐

々
に

燃
料

が
行

き
渡

る
よ

う
に

な
っ

た
が

、
燃

料
不

足
は

震
災

後
約

1
ヶ

月
は

続
い

た
。

東
北

運
輸

局
J
R

貨
物

が
日

本
海

ル
ー

ト
（

青
森

経
由

）
で

燃
料

列
車

を
運

行
す

る
こ

と
と

な
っ

た
。

そ
こ

で
、

東
北

運
輸

局
鉄

道
部

か
ら

、
計

画
停

電
で

列
車

が
止

ま
ら

な
い

よ
う

に
東

北
電

力
へ

要
請

し
た

。

-
-

岩
手

県
燃

料
不

足
は

3
月

い
っ

ぱ
い

ま
で

続
い

た
が

、
沿

岸
部

で
は

オ
イ

ル
タ

ー
ミ

ナ
ル

か
ら

燃
料

を
確

保
し

、
バ

ス
事

業
者

に
提

供
も

し
て

い
る

。

交
通

規
制

体
制

の
整

備

項
目

4
　

交
通

施
設

の
機

能
確

保

項
目

5
　

輸
送

に
必

要
な

資
源

の
確

保

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
重 要 事 項

Ｅ
　

危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
Ｒ

　
リ

ス
ク

管
理

（
事

前
対

応
）

：
リ

ス
ク

管
理

（
事

前
対

応
）

編
・

危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
編

掲
載
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 資-10 

 
・

地
域

の
モ

ビ
リ

テ
ィ

を
確

保
す

る
上

で
の

問
題

・
課

題
・

事
前

の
備

え
に

よ
り

計
画

的
な

対
応

が
求

め
ら

れ
る

取
り

組
み

・
事

前
の

備
え

が
役

に
立

っ
た

取
り

組
み

・
緊

急
的

な
対

応
で

あ
っ

た
が

参
考

と
な

る
取

り
組

み

回
答

者
内

容
回

答
者

内
容

宮
城

県
交

通
事

業
者

か
ら

燃
料

確
保

の
要

請
が

あ
り

、
担

当
す

る
経

済
商

工
観

光
部

商
工

経
営

支
援

課
に

希
望

数
量

を
伝

え
た

が
、

十
分

な
確

保
は

で
き

な
か

っ
た

。
結

局
確

保
で

き
た

の
は

、
希

望
の

1
～

2
割

ほ
ど

で
あ

る
。

確
保

で
き

た
燃

料
も

、
ド

ラ
ム

缶
で

入
っ

て
き

た
も

の
も

あ
り

、
事

業
者

に
よ

っ
て

は
、

バ
ス

営
業

所
の

タ
ン

ク
に

移
し

替
え

る
必

要
が

あ
る

な
ど

、
事

業
者

の
受

け
入

れ
体

制
と

合
わ

な
い

場
面

も
あ

っ
た

。

宮
城

県
被

災
し

た
仙

台
港

に
あ

る
Ｊ

Ｘ
の

タ
ン

ク
か

ら
残

っ
た

燃
料

を
取

り
出

し
配

布
し

た
こ

と
な

ど
で

、
燃

料
不

足
は

徐
々

に
解

消
さ

れ
た

。

宮
城

県
交

通
事

業
者

か
ら

の
要

望
と

し
て

燃
料

確
保

が
一

番
強

か
っ

た
。

ま
た

、
全

く
想

定
し

て
い

な
か

っ
た

事
態

で
あ

り
、

災
害

時
に

燃
料

を
安

定
的

に
供

給
が

で
き

る
仕

組
み

が
必

要
で

あ
る

。

-
-

八
戸

市
営

バ
ス

今
回

の
震

災
で

は
、

燃
料

不
足

が
最

も
問

題
だ

っ
た

。
発

災
時

に
は

３
日

分
（

1
6

0
0

0
リ

ッ
ト

ル
）

し
か

備
蓄

が
な

か
っ

た
。

-
-

岩
手

県
交

通
燃

料
不

足
が

一
番

苦
労

し
た

点
で

あ
る

。
国

、
県

な
ど

に
お

願
い

し
た

が
、

軽
油

は
自

衛
隊

や
消

防
の

緊
急

車
両

が
優

先
さ

れ
、

確
保

で
き

な
か

っ
た

。
-

-

岩
手

県
交

通
盛

岡
地

区
で

は
独

自
に

商
社

等
に

掛
け

合
い

確
保

し
た

。
秋

田
か

ら
ロ

ー
リ

ー
輸

送
さ

れ
た

が
、

給
油

場
所

を
2

か
所

と
さ

れ
た

た
め

、
盛

岡
の

営
業

所
に

給
油

を
お

願
い

し
た

。
そ

の
た

め
、

県
南

地
区

へ
の

供
給

に
遅

れ
が

出
た

。

岩
手

県
交

通
釜

石
営

業
所

県
の

振
興

局
に

燃
料

の
提

供
を

要
請

し
た

と
こ

ろ
、

釜
石

営
業

所
で

緊
急

輸
送

車
両

に
も

給
油

す
る

条
件

で
提

供
さ

れ
た

。

-
-

仙
南

交
通

知
り

合
い

な
ど

に
聞

い
て

自
力

で
確

保
し

た
。

ト
ラ

ッ
ク

会
社

な
ど

は
自

前
で

G
S

を
持

っ
て

い
る

と
こ

ろ
が

あ
り

、
こ

う
し

た
と

こ
ろ

か
ら

入
手

し
た

。

福
島

交
通

燃
料

タ
ン

ク
は

1
週

間
分

も
な

く
、

発
災

直
後

か
ら

燃
料

が
ボ

ト
ル

ネ
ッ

ク
と

な
っ

た
。

福
島

交
通

燃
料

に
つ

い
て

は
県

に
依

頼
し

確
保

し
た

。
従

業
員

の
通

勤
用

の
燃

料
に

つ
い

て
は

ガ
ソ

リ
ン

ス
タ

ン
ド

を
回

り
確

保
し

た
。

R
-
5

-
2

E
-
5

-
2

車
両

の
確

保
岩

手
県

交
通

バ
ス

は
乗

合
車

両
1

9
台

、
貸

切
車

両
1

台
が

流
出

し
た

。
岩

手
県

交
通

沿
岸

部
の

営
業

所
で

は
、

2
0

台
の

バ
ス

が
使

用
不

能
に

な
り

、
内

陸
部

の
予

備
車

両
を

投
入

し
た

。
そ

の
後

、
国

際
興

業
グ

ル
ー

プ
、

日
本

バ
ス

協
会

（
貸

切
バ

ス
1

台
）

、
東

京
都

交
通

局
（

路
線

バ
ス

1
9

台
）

か
ら

車
両

の
提

供
が

あ
っ

た
。

宮
城

交
通

3
1

台
が

流
失

。
宮

城
交

通
名

鉄
グ

ル
ー

プ
を

は
じ

め
全

国
の

バ
ス

会
社

か
ら

6
0

台
以

上
の

バ
ス

の
提

供
が

あ
っ

た
。

R
-
5

-
3

E
-
5

-
3

乗
務

員
の

確
保

東
北

運
輸

局
燃

料
不

足
に

よ
り

、
バ

ス
の

運
行

だ
け

で
な

く
バ

ス
の

ド
ラ

イ
バ

ー
や

従
業

員
の

通
勤

に
も

影
響

が
で

た
。

そ
の

た
め

に
バ

ス
を

有
効

に
運

行
で

き
な

い
状

況
で

あ
っ

た
。

-
-

宮
城

交
通

ド
ラ

イ
バ

ー
が

何
人

出
社

で
き

る
の

か
分

か
ら

な
か

っ
た

の
で

、
毎

日
ダ

イ
ヤ

を
改

正
し

た
。

車
両

の
弾

力
的

な
運

用
（

他
社

名
義

の
バ

ス
で

の
運

行
等

）
だ

け
で

な
く

、
ド

ラ
イ

バ
ー

の
派

遣
等

の
弾

力
的

な
運

用
が

あ
っ

て
も

良
か

っ
た

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
る

。

宮
城

交
通

従
業

員
の

車
の

ガ
ソ

リ
ン

が
な

い
た

め
、

朝
の

3
時

く
ら

い
か

ら
従

業
員

の
通

勤
の

た
め

小
型

バ
ス

を
運

行
し

た
。

夜
も

各
戸

を
回

っ
た

。
デ

ィ
ー

ゼ
ル

車
を

集
め

て
従

業
員

に
貸

し
た

り
、

融
通

の
利

く
ガ

ソ
リ

ン
ス

タ
ン

ド
で

少
し

ず
つ

従
業

員
に

分
け

与
え

た
り

し
た

。

-
-

南
部

バ
ス

燃
料

不
足

で
通

勤
で

き
な

い
乗

務
員

の
た

め
の

通
勤

バ
ス

を
運

行
し

た
。

R
-
6

-
1

被
災

者
の

避

難
所

へ
の

移

動
手

段
の

想

定

E
-
6

-
1

被
災

者
の

避
難

所
へ

の
移

動
手

段
の

提
供

-
-

釜
石

市
発

災
の

翌
日

の
3

/
1

2
か

ら
は

、
沿

岸
部

の
孤

立
地

区
か

ら
避

難
所

ま
で

の
被

災
者

の
輸

送
を

行
っ

た
。

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
重 要 事 項

Ｅ
　

危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
Ｒ

　
リ

ス
ク

管
理

（
事

前
対

応
）

乗
務

員
確

保
体

制
の

整
備

車
両

確
保

体
制

の
整

備

項
目

6
　

公
共

的
交

通
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

：
リ

ス
ク

管
理

（
事

前
対

応
）

編
・

危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
編

掲
載
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・

地
域

の
モ

ビ
リ

テ
ィ

を
確

保
す

る
上

で
の

問
題

・
課

題
・

事
前

の
備

え
に

よ
り

計
画

的
な

対
応

が
求

め
ら

れ
る

取
り

組
み

・
事

前
の

備
え

が
役

に
立

っ
た

取
り

組
み

・
緊

急
的

な
対

応
で

あ
っ

た
が

参
考

と
な

る
取

り
組

み

回
答

者
内

容
回

答
者

内
容

R
-
6

-
2

軽
症

者
の

医
療

機
関

へ
の

移
動

手
段

の
想

定

E
-
6

-
2

軽
症

者
の

医
療

機
関

へ
の

移
動

手
段

の
提

供

-
-

釜
石

市
3

/
1

4
頃

か
ら

、
被

災
者

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

避
難

所
間

や
避

難
所

と
遺

体
安

置
所

、
医

療
機

関
を

結
ぶ

バ
ス

を
運

行
し

た
。

R
-
6

-
3

E
-
6

-
3

-
-

岩
手

県
交

通
釜

石
営

業
所

発
災

の
翌

日
か

ら
道

路
が

通
行

で
き

な
い

こ
と

か
ら

、
沿

岸
部

に
残

さ
れ

た
被

災
者

を
内

陸
の

市
の

体
育

館
等

ま
で

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

で
輸

送
し

て
お

り
、

そ
こ

か
ら

、
市

内
の

避
難

所
へ

輸
送

を
行

っ
た

。

-
-

仙
南

交
通

3
/
1

5
か

ら
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
で

、
災

害
復

興
支

援
バ

ス
と

し
て

被
災

場
所

の
視

察
や

遺
体

安
置

所
と

避
難

所
を

結
ぶ

バ
ス

を
運

行
し

た
。

こ
の

バ
ス

は
、

市
役

所
の

担
当

者
が

乗
車

し
、

行
き

先
を

指
示

し
な

が
ら

運
行

す
る

よ
う

な
形

だ
っ

た
。

家
族

の
捜

索
や

自
宅

の
状

況
確

認
な

ど
で

利
用

さ
れ

て
い

た
。

R
-
6

-
4

通
院

の
た

め

の
移

動
手

段

の
想

定

E
-
6

-
4

通
院

の
た

め
の

移
動

手
段

の
提

供

-
-

仙
南

交
通

イ
オ

ン
の

依
頼

に
よ

り
、

石
巻

市
で

渡
波

地
区

な
ど

の
避

難
所

と
石

巻
日

赤
病

院
を

結
ぶ

バ
ス

を
6

/
2

0
～

7
/
1

9
ま

で
運

行
し

た
。

乗
車

は
無

料
で

、
運

行
費

用
は

イ
オ

ン
と

仙
南

交
通

が
そ

れ
ぞ

れ
1

/
2

ず
つ

負
担

し
た

。

R
-
6

-
5

入
浴

の
た

め

の
移

動
手

段

の
想

定

E
-
6

-
5

入
浴

の
た

め
の

移
動

手
段

の
提

供

-
-

-
-

R
-
6

-
6

行
政

手
続

き
の

た
め

の
移

動
手

段
の

想
定

E
-
6

-
6

行
政

手
続

き
の

た
め

の
移

動
手

段
の

提
供

-
-

-
-

R
-
6

-
7

通
学

の
た

め
の

移
動

手
段

の
想

定

E
-
6

-
7

通
学

の
た

め
の

移
動

手
段

の
提

供

-
-

仙
南

交
通

バ
ス

協
会

を
通

じ
て

依
頼

が
あ

っ
た

農
業

高
校

の
ス

ク
ー

ル
バ

ス
（

名
取

市
体

育
館

～
加

美
農

業
高

校
）

を
運

行
し

た
。

農
業

高
校

は
津

波
に

よ
り

被
害

を
受

け
、

加
美

農
業

高
校

を
間

借
り

し
た

た
め

に
運

行
し

た
も

の
で

あ
る

。

R
-
6

-
8

買
い

物
の

た

め
の

移
動

手

段
の

想
定

E
-
6

-
8

買
い

物
の

た
め

の
移

動
手

段
の

提
供

-
-

-
-

R
-
6

-
9

多
目

的
な

移

動
の

た
め

の

移
動

手
段

の

想
定

E
-
6

-
9

多
目

的
な

移

動
の

た
め

の

移
動

手
段

の

提
供

-
-

-
-

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
重 要 事 項

Ｅ
　

危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
Ｒ

　
リ

ス
ク

管
理

（
事

前
対

応
）

家
族

等
の

安
否

確
認

の
た

め
の

移
動

手
段

の
想

定

家
族

等
の

安
否

確
認

の
た

め
の

移
動

手
段

の
提

供

：
リ

ス
ク

管
理

（
事

前
対

応
）

編
・

危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
編

掲
載
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 資-12 

・
地

域
の

モ
ビ

リ
テ

ィ
を

確
保

す
る

上
で

の
問

題
・

課
題

・
事

前
の

備
え

に
よ

り
計

画
的

な
対

応
が

求
め

ら
れ

る
取

り
組

み
・

事
前

の
備

え
が

役
に

立
っ

た
取

り
組

み
・

緊
急

的
な

対
応

で
あ

っ
た

が
参

考
と

な
る

取
り

組
み

回
答

者
内

容
回

答
者

内
容

R
-
6

-
1

0
路

線
バ

ス
の

運
行

体
制

の
整

備

E
-
6

-
1

0
路

線
バ

ス
の

運
行

岩
手

県
交

通
乗

合
事

業
部

盛
岡

地
区

で
は

、
一

部
の

沿
線

市
町

村
か

ら
運

休
し

た
路

線
の

再
開

の
要

望
も

あ
っ

た
。

今
回

の
よ

う
な

燃
料

の
不

足
等

に
よ

り
通

常
の

運
行

が
で

き
な

い
場

合
に

、
ど

の
よ

う
な

路
線

を
優

先
的

に
再

開
さ

せ
る

か
な

ど
を

、
事

前
に

市
町

村
と

話
し

合
っ

て
も

よ
い

の
で

は
な

い
か

。

岩
手

県
交

通
燃

料
不

足
で

あ
っ

た
が

、
盛

岡
地

区
で

は
通

勤
の

足
を

確
保

す
る

た
め

、
3

/
1

4
か

ら
各

営
業

所
の

幹
線

路
線

2
路

線
を

選
び

運
行

を
再

開
し

た
。

そ
の

他
の

地
区

の
路

線
バ

ス
は

通
学

で
主

に
利

用
さ

れ
て

お
り

、
発

災
後

は
休

校
と

な
る

と
考

え
運

休
を

決
定

し
た

。
今

考
え

る
と

も
う

少
し

運
行

で
き

た
と

思
う

が
、

燃
料

が
不

足
し

、
運

行
判

断
が

慎
重

に
な

っ
た

。
東

日
本

大
震

災
を

踏
ま

え
、

燃
料

の
使

用
量

を
考

慮
し

た
緊

急
時

特
別

ダ
イ

ヤ
を

事
前

に
作

成
す

る
予

定
で

あ
る

。

-
-

八
戸

市
営

バ
ス

今
回

の
震

災
で

は
、

燃
料

不
足

が
最

も
問

題
だ

っ
た

。
発

災
時

に
は

３
日

分
（

1
6

0
0

0
リ

ッ
ト

ル
）

し
か

備
蓄

が
な

か
っ

た
。

運
休

を
避

け
る

た
め

、
軽

油
を

長
く

使
え

る
よ

う
に

、
運

行
ダ

イ
ヤ

と
運

行
時

間
帯

を
工

夫
し

た
。

（
軽

油
が

不
足

し
て

い
た

た
め

、
通

常
ダ

イ
ヤ

に
戻

せ
な

か
っ

た
）

八
戸

市
バ

ス
の

運
行

時
間

を
頻

繁
に

変
え

る
の

は
、

利
用

者
に

は
分

か
り

に
く

い
か

も
し

れ
な

い
。

-
-

八
戸

市
営

バ
ス

災
害

時
の

バ
ス

の
運

行
時

間
等

を
検

討
す

る
際

に
は

、
学

校
等

の
関

係
機

関
に

確
認

を
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

発
災

の
時

期
に

よ
っ

て
は

、
バ

ス
へ

の
影

響
の

大
き

さ
は

変
わ

る
。

今
回

は
学

校
が

春
休

み
の

時
期

だ
っ

た
が

、
通

常
の

時
期

で
あ

れ
ば

影
響

は
さ

ら
に

大
き

か
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

-
-

-
-

南
部

バ
ス

軽
油

不
足

で
苦

労
し

た
。

こ
れ

に
対

処
す

る
た

め
、

土
曜

日
ダ

イ
ヤ

に
す

る
と

と
も

に
1

9
時

以
降

を
運

休
に

し
て

便
数

を
減

ら
し

た
。

-
-

釜
石

市
3

/
1

6
か

ら
は

道
路

の
開

通
状

況
に

合
わ

せ
な

が
ら

、
運

行
経

路
や

運
行

本
数

な
ど

随
時

見
直

し
を

行
い

つ
つ

、
鈴

子
町

（
教

育
セ

ン
タ

ー
、

釜
石

駅
近

傍
）

を
起

点
と

し
た

既
存

の
バ

ス
路

線
に

近
い

循
環

バ
ス

を
無

料
で

運
行

し
て

い
る

。
鈴

子
町

を
起

点
と

し
た

バ
ス

路
線

は
震

災
前

か
ら

バ
ス

路
線

の
効

率
化

の
た

め
に

検
討

し
て

い
た

も
の

で
あ

る
。

岩
手

県
交

通
今

考
え

る
と

も
う

少
し

運
行

で
き

た
と

思
う

が
、

燃
料

が
不

足
し

、
運

行
判

断
が

慎
重

に
な

っ
た

。
岩

手
県

交
通

こ
れ

だ
け

の
震

災
で

あ
れ

ば
、

土
日

に
遊

び
に

出
る

人
は

い
な

い
だ

ろ
う

と
考

え
、

ま
た

、
燃

料
不

足
も

懸
念

さ
れ

た
こ

と
か

ら
、

翌
日

、
翌

々
日

は
運

休
と

し
た

。
盛

岡
地

区
で

は
通

勤
の

足
を

確
保

す
る

た
め

、
3

/
1

4
か

ら
3

/
2

0
ま

で
、

各
営

業
所

の
幹

線
路

線
2

路
線

を
選

び
特

別
ダ

イ
ヤ

で
運

行
を

再
開

し
た

。
ダ

イ
ヤ

作
成

や
時

刻
表

の
貼

り
出

し
等

時
間

的
な

制
限

の
中

で
は

、
2

路
線

ぐ
ら

い
が

限
度

と
考

え
た

。
県

南
地

区
の

路
線

バ
ス

は
通

学
で

主
に

利
用

さ
れ

て
お

り
、

発
災

後
休

校
と

な
る

と
考

え
運

休
を

決
定

し
た

。
3

/
2

1
は

沿
岸

部
を

除
く

県
南

地
区

で
も

土
日

ダ
イ

ヤ
で

運
行

を
再

開
し

た
。

4
/
4

か
ら

は
通

常
ダ

イ
ヤ

で
運

行
を

再
開

し
た

。

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
重 要 事 項

Ｅ
　

危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
Ｒ

　
リ

ス
ク

管
理

（
事

前
対

応
）

：
リ

ス
ク

管
理

（
事

前
対

応
）

編
・

危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
編

掲
載
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・
地

域
の

モ
ビ

リ
テ

ィ
を

確
保

す
る

上
で

の
問

題
・

課
題

・
事

前
の

備
え

に
よ

り
計

画
的

な
対

応
が

求
め

ら
れ

る
取

り
組

み
・

事
前

の
備

え
が

役
に

立
っ

た
取

り
組

み
・

緊
急

的
な

対
応

で
あ

っ
た

が
参

考
と

な
る

取
り

組
み

回
答

者
内

容
回

答
者

内
容

R
-
6

-
1

1
鉄

道
代

替
輸

送
の

実
施

体
制

の
整

備

E
-
6

-
1

1
鉄

道
代

替
輸

送
の

実
施

東
北

運
輸

局
在

来
線

に
つ

い
て

は
代

行
バ

ス
が

運
行

さ
れ

た
が

、
仙

石
線

な
ど

で
積

み
残

し
が

問
題

と
な

っ
た

。
鉄

道
と

バ
ス

で
は

輸
送

力
に

差
が

あ
り

、
代

替
は

難
し

い
。

始
発

駅
（

バ
ス

停
）

で
の

積
み

残
し

も
あ

っ
た

が
、

始
発

駅
で

は
乗

れ
て

も
、

途
中

駅
で

は
満

員
で

乗
れ

な
い

こ
と

も
あ

っ
た

。

東
北

運
輸

局
新

幹
線

も
含

め
鉄

道
網

へ
の

被
害

が
大

き
く

、
幹

線
旅

客
輸

送
を

代
替

す
る

た
め

、
本

省
で

は
、

関
東

の
事

業
者

に
対

し
首

都
圏

と
東

北
を

結
ぶ

高
速

バ
ス

の
輸

送
力

の
増

強
を

要
請

し
た

。
東

北
運

輸
局

で
も

、
管

内
の

県
庁

所
在

地
間

や
被

災
地

と
仙

台
市

な
ど

を
結

ぶ
高

速
バ

ス
を

迅
速

に
運

行
で

き
る

よ
う

、
必

要
最

小
限

の
書

類
を

出
せ

ば
運

行
を

可
能

に
す

る
な

ど
申

請
手

続
き

を
簡

略
化

し
た

。

宮
城

県
県

全
体

を
見

渡
し

た
時

の
話

と
し

て
、

災
害

時
に

交
通

機
関

が
運

休
と

な
っ

た
場

合
に

、
ど

こ
の

市
町

村
が

困
る

の
か

、
ま

た
、

代
替

す
る

交
通

手
段

や
ル

ー
ト

な
ど

の
対

応
に

つ
い

て
、

事
前

に
検

討
し

て
お

く
と

よ
い

の
で

は
な

い
か

。

宮
城

県
鉄

道
が

全
面

的
に

運
休

し
て

い
た

た
め

、
仙

台
へ

の
通

勤
手

段
が

必
要

に
な

る
と

考
え

、
市

町
村

か
ら

の
直

接
の

要
請

が
あ

っ
た

わ
け

で
な

い
が

、
公

共
交

通
の

空
白

地
帯

と
な

る
区

域
で

の
バ

ス
路

線
の

開
設

を
、

宮
城

交
通

・
ミ

ヤ
コ

ー
バ

ス
に

要
請

し
た

。

-
-

岩
手

県
交

通
盛

岡
～

陸
前

高
田

に
つ

い
て

は
、

鉄
道

が
運

休
し

、
陸

の
孤

島
と

な
っ

た
こ

と
か

ら
、

運
輸

支
局

と
も

相
談

し
、

新
た

な
路

線
と

し
て

運
行

し
た

。

-
-

岩
手

県
県

内
広

域
幹

線
交

通
を

担
う

鉄
道

が
運

休
し

て
い

た
こ

と
か

ら
、

日
常

生
活

の
再

開
に

合
わ

せ
代

替
交

通
手

段
が

必
要

に
な

る
と

考
え

、
交

通
事

業
者

と
と

も
に

「
地

震
災

害
に

伴
う

県
内

広
域

幹
線

交
通

の
確

保
に

係
る

検
討

会
」

を
3

/
2

4
、

4
/
1

の
二

回
開

催
し

た
。

検
討

会
で

は
、

特
に

鉄
道

運
休

区
間

の
対

応
が

検
討

さ
れ

、
代

替
輸

送
を

担
当

す
る

事
業

者
を

決
め

る
な

ど
し

た
。

仙
南

交
通

J
R

東
日

本
の

代
行

バ
ス

に
つ

い
て

は
、

通
常

J
R

東
日

本
の

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

が
バ

ス
事

業
者

に
要

請
す

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
が

、
J
R

東
日

本
は

路
線

の
復

旧
を

最
優

先
さ

せ
る

た
め

、
代

行
バ

ス
は

、
地

域
で

対
応

し
て

ほ
し

い
と

い
う

こ
と

だ
っ

た
。

仙
南

交
通

3
/
2

2
～

4
/
2

ま
で

、
名

取
市

の
要

請
で

名
取

駅
西

口
～

地
下

鉄
長

町
南

駅
を

走
る

代
行

バ
ス

を
桜

交
通

と
共

同
で

運
行

し
た

。
ま

た
、

亘
理

町
の

要
請

で
、

4
/
3

～
4

/
9

ま
で

J
R

常
磐

線
亘

理
駅

～
岩

沼
駅

の
代

替
バ

ス
を

運
行

し
た

。

宮
城

交
通

J
R

と
は

運
休

し
た

時
の

代
行

輸
送

に
関

す
る

協
定

が
無

か
っ

た
た

め
、

補
完

す
る

バ
ス

の
運

行
開

始
が

遅
れ

た
。

宮
城

交
通

被
災

地
を

結
ぶ

高
速

バ
ス

は
複

数
の

バ
ス

停
を

使
用

す
る

と
混

乱
す

る
た

め
、

公
平

に
乗

車
で

き
る

よ
う

、
バ

ス
の

起
終

点
を

2
ヵ

所
に

限
定

し
運

行
し

た
。

仙
台

市
中

心
部

へ
の

移
動

、
県

外
へ

の
避

難
、

通
院

の
た

め
に

広
域

路
線

が
必

要
に

な
り

、
バ

ス
の

自
由

化
で

撤
退

せ
ざ

る
を

得
な

か
っ

た
廃

止
路

線
を

復
活

さ
せ

運
行

し
た

。

R
-
6

-
1

2
共

助
の

取
り

組
み

の
普

及
啓

発

E
-
6

-
1

2
共

助
の

取
り

組
み

の
支

援

全
国

移
動

サ
ー

ビ
ス

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

外
部

か
ら

の
Ｎ

Ｐ
Ｏ

は
い

ず
れ

か
の

時
期

に
撤

退
し

な
い

と
い

け
な

い
が

、
地

元
に

こ
れ

を
引

き
継

ぐ
素

地
を

作
ら

な
い

と
い

け
な

い
。

 し
か

し
、

元
々

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

活
動

の
文

化
が

無
く

、
排

他
的

な
地

域
で

、
外

か
ら

来
た

人
た

ち
が

、
「

こ
う

や
っ

て
Ｎ

Ｐ
Ｏ

を
作

っ
て

、
お

互
い

話
し

合
い

な
が

ら
、

支
え

合
っ

て
や

り
な

さ
い

」
と

言
っ

て
も

受
け

入
れ

て
も

ら
え

な
い

。
地

元
か

ら
自

然
発

生
的

に
生

ま
れ

て
く

る
の

を
待

つ
し

か
な

い
。

い
わ

て
地

域
づ

く
り

支
援

セ
ン

タ
ー

元
々

西
和

賀
町

で
地

域
づ

く
り

支
援

、
公

共
交

通
計

画
支

援
な

ど
の

活
動

を
行

っ
て

き
て

お
り

、
役

場
と

の
つ

な
が

り
が

あ
っ

た
。

4
/
1

8
に

「
い

わ
セ

ン
」

側
か

ら
、

何
か

で
き

る
こ

と
は

な
い

か
と

飛
び

込
ん

だ
と

こ
ろ

、
町

民
課

か
ら

手
伝

っ
て

ほ
し

い
と

言
わ

れ
、

い
ろ

い
ろ

な
支

援
を

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。
（

支
援

の
一

環
と

し
て

、
一

時
帰

宅
バ

ス
を

運
行

）

-
-

い
わ

て
地

域
づ

く
り

支
援

セ
ン

タ
ー

 避
難

直
後

は
、

代
表

者
も

自
治

会
等

も
な

く
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
形

成
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
が

、
要

望
を

聞
い

て
い

く
う

ち
に

、
避

難
者

の
代

表
が

出
て

き
て

、
後

に
キ

ー
マ

ン
に

な
る

「
幹

事
」

（
４

人
）

が
決

ま
っ

た
。

（
物

事
を

進
め

る
上

で
、

こ
れ

が
大

き
か

っ
た

）

-
-

岡
田

小
避

難
所

運
営

本
部

地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
が

密
な

の
で

、
車

の
相

乗
り

も
行

わ
れ

て
い

た
と

思
う

。
そ

の
た

め
移

動
で

困
っ

た
と

い
う

こ
と

は
聞

か
な

い
。

日
頃

か
ら

の
町

内
会

活
動

や
学

校
と

の
交

流
な

ど
円

滑
な

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
下

地
が

あ
っ

た
の

で
、

対
応

が
ス

ム
ー

ズ
に

で
き

た
。

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
重 要 事 項

Ｅ
　

危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
Ｒ

　
リ

ス
ク

管
理

（
事

前
対

応
）

：
リ

ス
ク

管
理

（
事

前
対

応
）

編
・

危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
編

掲
載
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・
地

域
の

モ
ビ

リ
テ

ィ
を

確
保

す
る

上
で

の
問

題
・

課
題

・
事

前
の

備
え

に
よ

り
計

画
的

な
対

応
が

求
め

ら
れ

る
取

り
組

み
・

事
前

の
備

え
が

役
に

立
っ

た
取

り
組

み
・

緊
急

的
な

対
応

で
あ

っ
た

が
参

考
と

な
る

取
り

組
み

回
答

者
内

容
回

答
者

内
容

（
社

）
日

本
カ

ー
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
協

会

万
石

浦
仮

設
住

宅
の

場
合

、
バ

ス
停

は
近

く
に

あ
る

が
、

本
数

が
少

な
い

、
目

的
の

場
所

に
行

け
な

い
、

乗
り

継
ぎ

に
時

間
が

か
か

る
と

い
う

声
を

聞
く

。
（

社
）

日
本

カ
ー

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

協
会

石
巻

市
仮

設
住

宅
管

理
室

に
は

、
カ

ー
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
用

の
専

用
駐

車
場

の
設

置
の

許
可

や
仮

設
住

宅
の

所
在

地
、

入
居

状
況

や
ニ

ー
ズ

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

状
況

等
の

情
報

提
供

と
い

っ
た

協
力

を
し

て
も

ら
っ

て
お

り
、

効
率

よ
く

活
動

す
る

上
で

役
に

立
っ

て
い

る
。

（
社

）
日

本
カ

ー
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
協

会

カ
ー

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

を
成

功
さ

せ
る

た
め

に
は

、
気

軽
に

使
え

る
文

化
や

利
用

者
間

の
信

頼
関

係
を

醸
成

す
る

必
要

が
あ

る
。

そ
の

た
め

、
車

両
の

提
供

だ
け

で
な

く
、

懇
親

会
の

開
催

な
ど

の
取

り
組

み
も

一
体

的
に

進
め

て
い

る
。

-
-

R
-
7

-
1

E
-
7

-
1

東
北

運
輸

局
ガ

ソ
リ

ン
ス

タ
ン

ド
に

給
油

待
ち

の
マ

イ
カ

ー
の

行
列

が
で

き
、

道
路

の
渋

滞
を

招
い

た
。

中
に

は
、

翌
日

の
給

油
の

順
番

待
ち

の
た

め
に

前
日

に
車

だ
け

を
置

い
て

い
っ

て
し

ま
う

人
も

い
た

。

-
-

東
北

運
輸

局
給

油
待

ち
の

車
が

バ
ス

専
用

レ
ー

ン
に

並
び

、
バ

ス
専

用
レ

ー
ン

が
機

能
し

な
か

っ
た

た
め

、
県

警
に

指
導

取
締

を
要

請
し

た
。

県
警

で
は

被
災

地
の

応
援

で
人

出
が

足
り

な
い

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
ま

た
、

ガ
ソ

リ
ン

ス
タ

ン
ド

に
対

し
て

整
理

券
の

発
行

な
ど

に
よ

り
、

車
が

道
路

に
並

ば
な

い
よ

う
に

指
導

し
て

ほ
し

い
こ

と
も

県
警

へ
要

請
し

た
。

-
-

宮
城

県
交

通
事

業
者

か
ら

、
ガ

ソ
リ

ン
ス

タ
ン

ド
へ

の
給

油
待

ち
の

車
列

に
よ

り
渋

滞
が

発
生

し
、

一
部

の
路

線
に

お
い

て
運

行
に

支
障

が
生

じ
た

の
で

、
路

線
バ

ス
や

他
の

車
両

が
安

全
に

運
行

で
き

る
よ

う
対

応
の

要
請

が
あ

っ
た

。

宮
城

県
こ

れ
を

受
け

、
生

活
の

足
で

あ
る

路
線

バ
ス

の
安

全
運

行
の

確
保

の
た

め
渋

滞
の

解
消

が
必

要
と

の
判

断
に

た
ち

、
県

警
へ

の
交

通
整

理
の

要
請

の
ほ

か
、

3
/
1

5
に

報
道

機
関

に
対

し
て

給
油

待
ち

の
車

の
ド

ラ
イ

バ
ー

へ
の

「
他

の
車

や
路

線
バ

ス
の

運
行

へ
の

配
慮

」
や

「
警

察
に

よ
る

交
通

整
理

へ
の

協
力

」
に

つ
い

て
の

報
道

要
請

を
行

っ
た

。
県

警
で

は
、

ガ
ソ

リ
ン

ス
タ

ン
ド

へ
の

指
導

（
整

理
券

の
発

行
）

や
現

場
で

の
交

通
整

理
な

ど
を

行
っ

た
。

八
戸

市
災

害
時

に
お

い
て

も
、

過
度

に
自

家
用

車
に

頼
ら

な
い

、
あ

る
い

は
公

共
交

通
を

有
効

活
用

（
優

先
）

す
る

と
い

う
観

点
か

ら
、

広
い

意
味

で
の

モ
ビ

リ
テ

ィ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
が

重
要

で
は

な
い

か
。

今
回

の
ガ

ソ
リ

ン
不

足
の

よ
う

に
、

自
家

用
車

以
外

に
頼

れ
る

移
動

手
段

が
な

い
と

、
い

ざ
と

い
う

時
に

パ
ニ

ッ
ク

に
な

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

-
-

宮
城

交
通

ガ
ソ

リ
ン

の
給

油
待

ち
の

渋
滞

に
つ

い
て

は
、

警
察

は
も

っ
と

規
制

す
る

必
要

が
あ

っ
た

の
で

は
な

い
か

。
ま

た
、

あ
ら

か
じ

め
ル

ー
ル

を
決

め
て

お
け

ば
よ

か
っ

た
の

で
は

な
い

か
。

こ
の

渋
滞

が
連

日
に

わ
た

り
発

生
し

た
た

め
、

バ
ス

の
運

行
経

路
の

変
更

・
迂

回
運

行
を

招
き

、
事

業
者

だ
け

で
な

く
利

用
者

を
混

乱
さ

せ
た

。

-
-

岩
手

県
交

通
ガ

ソ
リ

ン
ス

タ
ン

ド
の

渋
滞

は
、

多
車

線
道

路
で

は
追

い
越

し
車

線
を

走
行

す
る

な
ど

で
あ

ま
り

問
題

に
な

ら
な

か
っ

た
が

、
2

車
線

道
路

で
は

迂
回

し
、

バ
ス

停
を

飛
ば

し
て

運
行

す
る

こ
と

も
あ

っ
た

。
こ

の
こ

と
は

事
後

に
運

輸
支

局
に

報
告

し
た

。

-
-

項
目

７
　

パ
ー

ソ
ナ

ル
・

モ
ビ

リ
テ

ィ
（

個
別

交
通

）
の

活
用

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
重 要 事 項

Ｅ
　

危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
Ｒ

　
リ

ス
ク

管
理

（
事

前
対

応
）

パ
ー

ソ
ナ

ル
・

モ
ビ

リ
テ

ィ
（

個
別

交
通

）
の

普
及

啓
発

パ
ー

ソ
ナ

ル
・

モ
ビ

リ
テ

ィ
（

個
別

交
通

）
の

支
援

：
リ

ス
ク

管
理

（
事

前
対

応
）

編
・

危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
編

掲
載



巻末資料 

 資-15 

 

 

 

巻末資料２ 
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＜
地

域
防

災
計

画
と

リ
ス

ク
管

理
（

事
前

対
応

）
編

・
危

機
管

理
（

災
害

時
対

応
）

編
個

別
シ

ー
ト

の
対

応
＞

 

発
災

時
の

安
全

の
確

保

交
通

施
設

の
機

能
確

保

組
織

体
制

の
確

立

R
-
1

-
2

職
員

の
安

全
確

保
策

の
整

備
E

-
1

-
2

 
職

員
の

安
全

確
保

R
-
1

-
1

乗
客

の
安

全
確

保
策

の
整

備
E

-
1

-
1

 
乗

客
の

安
全

確
保

項
目

４

項
目

３

項
目

２

項
目

１

R
-
2

-
1

組
織

体
制

の
整

備
E

-
2

-
1

 

R
-
3

-
1

交
通

情
報

等
の

収
集

・
伝

達
体

制
の

整
備

E
-
3

-
1

地
域

防
災
計

画
の
目

次
（
例
）

第
１
章

総
則

第
２
章

災
害
予

防
計

画

第
5
節

第
4
節

第
3
節

第
３
章

災
害
応

急
対

策
計
画

第
2
節

第
1
節

広
報
広
聴

計
画

情
報
の
収

集
・
伝
達

計
画

地
域

住
民

等
へ

の
交

通
情

報
等

の
提

供

交
通

情
報

等
の

収
集

・
伝

達

R
-
2

-
3

通
信

・
連

絡
手

段
の

整
備

E
-
2

-
3

通
信

・
連

絡
手

段
の

確
保

R
-
2

-
2

対
応

拠
点

の
整

備
E

-
2

-
2

対
応

拠
点

の
確

保

交
通

に
係

る
情

報
の

収
集

・
共

有

Ｒ
　

リ
ス

ク
管

理
（

事
前

対
応

）
E

　
危

機
管

理
（

災
害

時
対

応
）

災
害

対
応

の
体

制
の

確
保

交
通

規
制

の
実

施

R
-
4

-
1

道
路

の
安

全
確

保
体

制
の

整
備

E
-
4

-
1

道
路

の
安

全
確

保

項
目

５

輸
送

に
必

要
な

資
源

の
確

保

R
-
5

-
3

乗
務

員
確

保
体

制
の

整
備

E
-
5

-
3

乗
務

員
の

確
保

R
-
5

-
2

車
両

確
保

体
制

の
整

備
E

-
5

-
2

車
両

の
確

保

R
-
5

-
1

燃
料

確
保

体
制

の
整

備
E

-
5

-
1

燃
料

の
確

保

R
-
4

-
2

交
通

規
制

体
制

の
整

備
E

-
4

-
2

R
-
3

-
2

地
域

住
民

等
へ

の
交

通
情

報
等

の
提

供
体

制
の

整
備

E
-
3

-
2

活
動
体
制

計
画

企
業
等
防

災
対
策

計
画

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成

計
画

海
上

災
害

予
防

計
画

農
業

災
害

予
防

計
画

林
野

火
災

予
防

計
画

通
信
情
報

計
画

気
象

予
警

報
等

の
伝

達
計

画

防
災

機
関

の
責

務
及

び
業

務
の

大
綱

釜
石
市
防

災
会
議

火
災

予
防

計
画

土
砂

災
害

予
防

計
画

津
波

・
高

潮
災

害
予

防
計

画

水
害

予
防

計
画

危
険

物
施

設
等

安
全

確
保

計
画

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

施
設

等
安

全
確

保
計

画

交
通
施
設

安
全
確

保
計
画

建
築

物
等

安
全

確
保

計
画

防
災
施
設

等
整
備

計
画

他
の

計
画

及
び

他
の

法
令

に
基

づ
く

計
画

と
の

関
係

市
民

の
責

務

目
的

第
1
2
節

第
1
1
節

第
1
0
節

第
9
節

第
8
節

第
7
節

第
6
節

第
5
節

第
4
節

第
3
節

第
2
節

第
1
節

第
7
節

第
6
節

避
難
対
策

計
画

気
象

業
務

整
備

計
画

防
災

訓
練

計
画

自
主
防
災

組
織
等

育
成
計

画

防
災
知
識

普
及
計

画

防
災

対
策

の
推

進
方

向

釜
石

市
の

概
況

第
5
節

第
4
節

第
3
節

第
2
節

第
1
節

第
1
9
節

第
1
8
節

第
1
7
節

第
1
6
節

第
1
5
節

第
1
4
節

第
1
3
節

交
通
確
保

・
輸

送
計

画
第

6
節

緊
急
輸

送

交
通
確

保
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資
料

：
釜

石
市

地
域

防
災

計
画

（
Ｈ
2
1
修
正

）

：
リ
ス
ク
管
理

（
事

前
対

応
）
編
・
危
機

管
理

（
災

害
時

対
応

）
編

の
個

別
シ
ー
ト
と
関

連
す

る
項
目

地
域

防
災

計
画

等
の

見
直

し
の

際
に

、
地

域
の

モ
ビ

リ
テ

ィ
確

保
の

観
点

か
ら

も
検

討
を

行
う

場
合

の
参

考
と

し
て

、
釜

石
市

地
域

防
災

計
画

を
例

に
地

域
防

災
計

画
と

知
恵

袋
の

各
項

目
の

対
応

を
整

理
し

て
い

る
。

自
地

域
の

地
域

防
災

計
画

の
項

目
立

て
も

参
照

し
つ

つ
、

検
討

の
参

考
と

し
て

活
用

い
た

だ
き

た
い

。

R
-
6

-
3

家
族

等
の

安
否

確
認

の
た

め
の

移
動

手
段

の
想

定
E

-
6

-
3

R
-
6

-
6

行
政

手
続

き
の

た
め

の
移

動
手

段
の

想
定

E
-
6

-
6

R
-
6

-
9

多
目

的
な

移
動

の
た

め
の

移
動

手
段

の
想

定
E

-
6

-
9

パ
ー

ソ
ナ

ル
・

モ
ビ

リ
テ

ィ
（

個
別

交
通

）
の

活
用

E
-
7

-
1

R
-
7

-
1

パ
ー

ソ
ナ

ル
・

モ
ビ

リ
テ

ィ
（

個
別

交
通

）
の

普
及

啓
発

パ
ー

ソ
ナ

ル
・

モ
ビ

リ
テ

ィ
（

個
別

交
通

）
の

支
援

R
-
6

-
1

2
共

助
の

取
り

組
み

の
普

及
啓

発
E

-
6

-
1

2
共

助
の

取
り

組
み

の
支

援

(矢
印

で
結

ん
だ

項
目

の
他

、
目

的
に

応
じ

た
関

連
す

る
項

目
等

(左
表

青
色

着
色

項
目

)に
も

反
映

も
検

討
す

る
。

)

項
目

７

防
災

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

活
動

計
画

公
共

施
設

等
の

災
害

復
旧

計
画

生
活

の
安

定
確

保
計

画

復
興

計
画

の
作

成
第

3
節

第
2
節

第
1
節

第
3
1
節

第
3
0
節

：
地
域

防
災

計
画

に
お
い
て
充

実
さ
せ
る
こ
と
が

必
要

と
考
え
ら
れ

る
内
容

：
「
項

目
６
　
公

共
的

交
通

サ
ー

ビ
ス
の

提
供

」
と
関

連
す

る
項

目

第
4
章

災
害
復

旧
計

画 ゴ
シ
ッ
ク

（
生

活
交

通
）

津
波

・
浸

水
対

策
計

画

応
急
仮
設

住
宅
の
建

設
等
及

び
応
急

修
理
計

画

給
水
計
画

海
上

災
害

応
急

対
策

計
画

第
2
9
節

林
野

火
災

応
急

対
策

計
画

多
目

的
な

移
動

の
た

め
の

移
動

手
段

の
提

供

R
-
6

-
8

買
い

物
の

た
め

の
移

動
手

段
の

想
定

E
-
6

-
8

買
い

物
の

た
め

の
移

動
手

段
の

提
供

R
-
6

-
7

通
学

の
た

め
の

移
動

手
段

の
想

定
E

-
6

-
7

通
学

の
た

め
の

移
動

手
段

の
提

供

行
政

手
続

き
の

た
め

の
移

動
手

段
の

提
供

R
-
6

-
5

入
浴

の
た

め
の

移
動

手
段

の
想

定
E

-
6

-
5

入
浴

の
た

め
の

移
動

手
段

の
提

供

R
-
6

-
4

通
院

の
た

め
の

移
動

手
段

の
想

定
E

-
6

-
4

通
院

の
た

め
の

移
動

手
段

の
提

供

家
族

等
の

安
否

確
認

の
た

め
の

移
動

手
段

の
提

供

R
-
6

-
2

軽
症

者
の

医
療

機
関

へ
の

移
動

手
段

の
想

定

R
-
6

-
1

被
災

者
の

避
難

所
へ

の
移

動
手

段
の

想
定

E
-
6

-
1

被
災

者
の

避
難

所
へ

の
移

動
手

段
の

提
供

項
目

６

公
共

的
交

通
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

鉄
道

代
替

輸
送

の
実

施
体

制
の

整
備

E
-
6

-
1

1
鉄

道
代

替
輸

送
の

実
施

R
-
6

-
1

0
路

線
バ

ス
の

運
行

体
制

の
整

備
E

-
6

-
1

0
路

線
バ

ス
の

運
行

E
-
6

-
2

軽
症

者
の

医
療

機
関

へ
の

移
動

手
段

の
提

供

R
-
6

-
1

1

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

施
設

応
急

対
策

計
画

危
険

物
施

設
等

応
急

対
策

計
画

食
料
供
給

計
画

生
活
必
需

品
供
給

計
画

医
療
・
保
健
計

画

避
難
・
救
出
計

画

災
害

救
助

法
の

適
用

計
画

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

計
画

自
衛
隊
災

害
派
遣

要
請
計

画

第
2
8
節

第
2
7
節

第
2
6
節

第
2
5
節

第
2
4
節

第
2
3
節

第
2
2
節

第
2
1
節

第
1
9
節

第
1
8
節

第
1
7
節

第
1
6
節

第
2
0
節

消
防

活
動

計
画

公
共
土
木

施
設
応

急
対
策

計
画

農
畜

産
物

応
急

対
策

計
画

文
教
対
策

計
画

応
急
対
策

要
員
確

保
計
画

行
方
不
明

者
等
の

捜
索
及

び
遺
体
の

処
理
・
埋

葬
計
画

廃
棄
物
処

理
・
障
害

物
除
去

計
画

防
疫
計
画

相
互
応
援

協
力
計

画

水
防

活
動

計
画

第
1
0
節

第
9
節

第
8
節

第
7
節

第
1
5
節

第
1
4
節

第
1
3
節

第
1
2
節

第
1
1
節
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巻末資料３ 

リスク管理（事前対応）編・危機管理（災害時対応）編

個別シートの目的別索引 
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①災害時の取り組みの実施時期からみた索引 

災害時における地域のモビリティ確保のための重要事項は、時間の経過により変化するため、

変化に応じた取り組みが必要になる。各個別シートと実施時期は以下のとおり対応している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項目１ 発災時の安全の確保 項目１ 発災時の安全の確保

項目２ 災害対応の体制の確保 項目２ 災害対応の体制の確保

項目３ 交通に係る情報の収集・共有 項目３ 交通に係る情報の収集・共有

項目４ 交通施設の機能確保

項目５ 輸送に必要な資源の確保

項目６ 公共的交通サービスの提供

項目７ パーソナル・モビリティ（個別交通）の活用

E-1-2 職員の安全確保

自助

Ｒ　リスク管理
　　（事前対応）

発災時 緊急対応期Ⅰ

発災後直ちに 発災直後～24時間程度

R-1-1 乗客の安全確保策の整備 R-1 E-1-1 乗客の安全確保

R-2-2 対応拠点の整備 R-12 E-2-2 対応拠点の確保

R-2-1 組織体制の整備 R-9 E-2-1 組織体制の確立

R-1-2 職員の安全確保策の整備 R-6

R-3-2 地域住民等への交通情報等の提供体制の整備 R-22

R-3-1 交通情報等の収集・伝達体制の整備 R-18 E-3-1 交通情報等の収集・伝達

R-2-3 通信・連絡手段の整備 R-15 E-2-3 通信・連絡手段の確保

R-4-2 交通規制体制の整備 R-29

R-4-1 道路の安全確保体制の整備 R-25

R-5-2 車両確保体制の整備 R-35

R-5-1 燃料確保体制の整備 R-31

R-6-3 家族等の安否確認のための移動手段の想定 R-45

R-6-2 軽症者の医療機関への移動手段の想定 R-42

R-6-1 被災者の避難所への移動手段の想定 R-39

R-6-5 入浴のための移動手段の想定 R-49

R-6-7 通学のための移動手段の想定 R-55

R-5-3 乗務員確保体制の整備 R-37

R-7-1 パーソナル・モビリティ（個別交通）の普及啓発 R-71

R-6-10 路線バスの運行体制の整備 R-62

R-6-8 買い物のための移動手段の想定 R-58

R-6-6 行政手続きのための移動手段の想定 R-52

R-6-4 通院のための移動手段の想定 R-47

R-6-12 R-68

R-6-9

（掲載頁）

共助の取り組みの普及啓発

R-6-11 鉄道代替輸送の実施体制の整備 R-65

多目的な移動のための移動手段の想定 R-60

住民が自発的による自発的な取り組みが行われる部分

共

地域・NPO等による自発的な取り組みが行われる部分

＜各項目の時系列の展開＞ 



巻末資料 

 資-21 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ　危機管理（災害時対応）

項目４ 交通施設の機能確保

項目５ 輸送に必要な資源の確保

項目６ 公共的交通サービスの提供

項目７ パーソナル・モビリティ（個別交通）の活用

E-3

1か月後程度～

緊急対応期Ⅱ 応急期 復旧期

24時間～1週間程度 1週間～1か月後程度

（掲載頁）

E-1

E-10

E-15

E-3-2 地域住民等への交通情報等の提供 E-17

E-12

E-5

E-33乗務員の確保

E-23

E-4-2 交通規制の実施 E-26

E-4-1 道路の安全確保

E-28

E-5-2 車両の確保 E-30

E-5-1 燃料の確保

E-6-3 家族等の安否確認のための移動手段の提供 E-39

E-35

E-6-2 軽症者の医療機関への移動手段の提供 E-37

E-6-1 被災者の避難所への移動手段の提供

E-6-5 入浴のための移動手段の提供 E-43

E-6-4 通院のための移動手段の提供 E-41

買い物のための移動手段の提供 E-50

E-6-7 通学のための移動手段の提供 E-48

E-6-6 行政手続きのための移動手段の提供 E-46

E-5-3

E-7-1 パーソナル・モビリティ（個別交通）の支援 E-68

共助の取り組みの支援

E-6-11 鉄道代替輸送の実施 E-58

E-6-12 E-62

E-6-10 路線バスの運行 E-54

E-6-9 多目的な移動のための移動手段の提供 E-52

E-6-8

公助助

凡 例

各機関が調整を図りながら実施⇒

各機関が各自又は分担して実施⇒

市町村
(行政ｻｰﾋﾞｽ)

交通事業者 道路管理者 警察
各機関がそれぞれ

に主体的に実施
主体的に実施すべき機関⇒
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②関係する機関からみた索引 

災害時も考慮した地域のモビリティ確保に向けた取り組みは、様々な関係機関が連携して取

り組むことが重要である。 

各個別シートと関係する主な機関の対応は、以下のとおりである。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（◎：主体的に実施すべき機関、〇：連携・協力すべき機関）

項目１

項目２

項目３

項目４

項目５

R-37 E-5-3 乗務員の確保 E-33

燃料の確保 E-28 ◎

R-5-3

E-30 ◎R-5-2 車両確保体制の整備 R-35 E-5-2 車両の確保

◎乗務員確保体制の整備

輸送に必要な資源の確保

R-5-1

○ ○ ◎ ○交通規制体制の整備 R-29 E-4-2 交通規制の実施 E-26 ○R-4-2

○ ○ ◎燃料確保体制の整備 R-31 E-5-1

E-23 ◎ ◎ ◎ ○ ○R-4-1 道路の安全確保体制の整備 R-25 E-4-1 道路の安全確保

交通施設の機能確保

E-17 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎R-3-2 地域住民等への交通情報等の提供体制の整備 R-22 E-3-2 地域住民等への交通情報等の提供

◎ ◎交通情報等の収集・伝達体制の整備 R-18 E-3-1 交通情報等の収集・伝達 E-15 ◎

◎ ◎通信・連絡手段の整備 R-15 E-2-3 通信・連絡手段の確保 E-12 ◎

R-2-2 対応拠点の整備 R-12 E-2-2 対応拠点の確保

交通に係る情報の収集・共有

R-3-1

◎ ◎R-2-3

◎ ◎

組織体制の確立 E-5 ◎

E-10 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

災害対応の体制の確保

R-2-1

◎ ◎ ◎ ◎職員の安全確保策の整備 R-6 E-1-2 職員の安全確保 E-3 ◎R-1-2

◎ ◎ ◎ ◎組織体制の整備 R-9 E-2-1 

E-1 ◎R-1-1 乗客の安全確保策の整備 R-1 E-1-1 乗客の安全確保

（掲載頁） （掲載頁）

警
察

交
通
事
業
者

N

P

O

等

地
域
住
民

発災時の安全の確保

市
町
村

都
道
府
県

国

Ｒ　リスク管理
　　（事前対応）

E　危機管理
    （災害時対応）

主な関係機関

＜各項目と関係機関の対応＞ 
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（◎：主体的に実施すべき機関、〇：連携・協力すべき機関）

項目６

項目７

パーソナル・モビリティ（個別交通）の活用

○ ○

◎

○

○

○

○E-68 ◎R-7-1 パーソナル・モビリティ（個別交通）の普及啓発 R-71 E-7-1 パーソナル・モビリティ（個別交通）の支援

○R-6-11

R-6-10 路線バスの運行体制の整備 R-62 E-6-10 路線バスの運行

R-6-12 E-6-12

鉄道代替輸送の実施体制の整備 R-65 E-6-11 鉄道代替輸送の実施 E-58 ○

共助の取り組みの普及啓発 R-68 共助の取り組みの支援 E-62 ◎

E-6-9 多目的な移動のための移動手段の提供 E-52 ◎

E-54 ○ ○ ◎

E-48 ◎

R-6-9

E-50 ◎ ○ ○R-6-8 買い物のための移動手段の想定 R-58 E-6-8 買い物のための移動手段の提供

○ ○多目的な移動のための移動手段の想定 R-60

R-6-7

E-46 ◎ ○ ○R-6-6 行政手続きのための移動手段の想定 R-52 E-6-6 行政手続きのための移動手段の提供

○ ○通学のための移動手段の想定 R-55 E-6-7 通学のための移動手段の提供

R-6-5

E-41 ◎ ○ ○R-6-4 通院のための移動手段の想定 R-47 E-6-4 通院のための移動手段の提供

○

R-6-2 軽症者の医療機関への移動手段の想定 R-42 E-6-2 軽症者の医療機関への移動手段の提供

○家族等の安否確認のための移動手段の想定 R-45 E-6-3 家族等の安否確認のための移動手段の提供 E-39 ◎R-6-3

E-37 ◎ ○

E　危機管理
    （災害時対応）

主な関係機関

市
町
村

N

P

O

等

地
域
住
民

入浴のための移動手段の想定 R-49 E-6-5 入浴のための移動手段の提供 E-43 ◎

被災者の避難所への移動手段の想定 R-39 E-6-1 被災者の避難所への移動手段の提供 E-35 ◎

公共的交通サービスの提供

R-6-1

都
道
府
県

国
警
察

交
通
事
業
者

○ ○

Ｒ　リスク管理
　　（事前対応）
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③交通危機管理行動要領との対応からみた索引 

災害時の体制・手順を示す「交通危機管理行動要領」は、リスク管理（事前対応）における

検討を踏まえ作成し、危機管理（災害時対応）において使用するものである。 

要領を検討する「リスク管理（事前対応）」と要領を使用する「危機管理（災害時対応）」の

個別シートと要領の対応は以下の通りである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｒ　リスク管理（事前対応）

（掲載頁）

R-1-2 職員の安全確保策の整備 R-6

R-1-1 乗客の安全確保策の整備 R-1

R-2-2 対応拠点の整備 R-12

R-2-1 組織体制の整備 R-9

R-3-1 交通情報等の収集・伝達体制の整備 R-18

R-2-3 通信・連絡手段の整備 R-15

R-4-1 道路の安全確保体制の整備 R-25

R-3-2 地域住民等への交通情報等の提供体制の整備 R-22

R-5-1 燃料確保体制の整備 R-31

R-4-2 交通規制体制の整備 R-29

R-5-3 乗務員確保体制の整備 R-37

R-5-2 車両確保体制の整備 R-35

R-6-2 軽症者の医療機関への移動手段の想定 R-42

R-6-1 被災者の避難所への移動手段の想定 R-39

R-6-4 通院のための移動手段の想定 R-47

R-6-3 家族等の安否確認のための移動手段の想定 R-45

R-6-6 行政手続きのための移動手段の想定 R-52

R-6-5 入浴のための移動手段の想定 R-49

R-6-8 買い物のための移動手段の想定 R-58

R-6-7 通学のための移動手段の想定 R-55

R-6-11 鉄道代替輸送の実施体制の整備

R-6-10 路線バスの運行体制の整備 R-62

R-6-9 多目的な移動のための移動手段の想定 R-60

発災時の安全の確保項目１

災害対応の体制の確保項目２

交通に係る情報の収集・共有項目３

R-7-1 パーソナル・モビリティ（個別交通）の普及啓発

R-6-12 共助の取り組みの普及啓発

パーソナル・モビリティ（個別交通）の
活用

項目７

交通施設の機能確保項目４

輸送に必要な資源の確保項目５

公共的交通サービスの提供項目６

R-65

R-71

R-68

＜リスク管理（事前対応）・危機管理（災害時対応）と交通危機管理行動要領の対応＞ 
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交通危機管理行動要領 E　危機管理（災害時対応）

（掲載頁）

E-1

職員の安全確保 E-1-2 職員の安全確保 E-3

E-1-1 乗客の安全確保

E-5

対応拠点の確保 E-2-2 対応拠点の確保 E-10

組織体制の確立 E-2-1 組織体制の確立

E-12

交通情報等の収集・伝達 E-3-1 交通情報等の収集・伝達 E-15

通信・連絡手段の確保 E-2-3 通信・連絡手段の確保

E-17

道路の安全確保 E-4-1 道路の安全確保 E-23

地域住民等への交通情報等の提供 E-3-2 地域住民等への交通情報等の提供

E-26

燃料の確保 E-5-1 燃料の確保 E-28

交通規制の実施 E-4-2 交通規制の実施

E-30

E-5-3 乗務員の確保 E-33

E-5-2 車両の確保

E-35

軽症者の医療機関への移動手段の提供 E-6-2 軽症者の医療機関への移動手段の提供 E-37

被災者の避難所への移動手段の提供 E-6-1 被災者の避難所への移動手段の提供

E-39

通院のための移動手段の提供 E-6-4 通院のための移動手段の提供 E-41

家族等の安否確認のための移動手段の提供 E-6-3 家族等の安否確認のための移動手段の提供

E-43

行政手続きのための移動手段の提供 E-6-6 行政手続きのための移動手段の提供 E-46

入浴のための移動手段の提供 E-6-5 入浴のための移動手段の提供

E-48

買い物のための移動手段の提供 E-6-8 買い物のための移動手段の提供 E-50

通学のための移動手段の提供 E-6-7 通学のための移動手段の提供

E-6-12 共助の取り組みの支援 E-62

E-52

E-6-10 路線バスの運行 E-54

多目的な移動のための移動手段の提供 E-6-9 多目的な移動のための移動手段の提供

パーソナル・モビリティ（個別交通）の支援

E-6-11 鉄道代替輸送の実施

E-68パーソナル・モビリティ（個別交通）の支援 E-7-1

E-58

共助の取り組みの支援



巻末資料 

 資-26 

 



巻末資料 

 資-27 

 

 

 

 

巻末資料４ 

リスク管理（事前対応）・危機管理（災害時対応） 

のチェックリスト 
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リスク管理（事前対応）のチェックリスト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

重要事項

R-1-1

R-1-２

R-２-1

R-２-２

R-２-３

R-３-1

R-３-２

R-４-1

R-４-２

R-５-1

R-５-２

R-５-３

リスク管理（事前対応）編
（　）内はページ

乗客の安全確保策の整備

職員の安全確保策の整備

組織体制の整備

対応拠点の整備

通信・連絡手段の整備

発災時の乗客の安全確保のための乗務員の行動は定められてい
るか。

発災時の乗務員と運行管理者の通信手段は確保されているか。

□

□

項目１
発災時の安全の
確保

チェック項目

（R-9）

（R-6）

（R-1）

□

□

項目２
災害対応の体制
の確保

□

□

災害時の関係機関との通信手段は定められているか。

通信手段が利用できない場合の対応についても定められている
か。

災害対応の拠点施設の災害時の安全性は確認されているか。

災害時に使用できない場合の代替施設は定められているか。

災害時の交通に係る担当部署・担当者は明確化されているか。

関係機関等との協力連携体制は確保されているか。

事務所・営業所等の災害時の安全性は確認されているか。

発災時の安全確保のための職員の行動は定められているか。

□

□

□

□

被災者等の移動を確保する車両を含め優先給油される体制はで
きているか。

広域的な燃料供給体制は整備されているか。

災害時に地域住民が必要とする情報は定められているか。

情報の収集・伝達の手段は定められているか。

災害時に関係機関が必要とする情報は定められているか。

情報の収集・伝達の手段は定められているか。

車両確保体制の整備

乗務員確保体制の整備

災害時の交通規制の考え方は定められているか。

緊急通行車両の対象として被災者の移動も考慮されているか。

災害時に優先して機能を確保すべき道路は定められているか。

被害を受けた場合の復旧体制は整備されているか。

燃料不足等の乗務員の通勤手段は確保されているか。

駐車場・待機場所の安全は確保されているか。

災害時に車両が不足する場合の確保体制は整備されているか。

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

項目５
輸送に必要な資
源の確保

（R-15）

（R-12）

地域住民等への交通情報等
の提供体制の整備

交通規制体制の整備

道路の安全確保体制の整備

燃料確保体制の整備

項目４
交通施設の機能
確保

項目３
交通に係る情報
の収集・共有

（R-22）

（R-18）

（R-37）

（R-35）

（R-31）

（R-29）

（R-25）

交通情報等の収集・伝達体
制の整備

この表は、事前の備えとして確認しておくべき事項、整備しておく体制等を取りまとめたチェ

ックリストの例である。 
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重要事項

R-６-1

R-６-2

R-６-3

R-６-4

R-６-5

R-６-6

R-６-7

R-６-8

R-６-9

R-６-10

R-６-11

R-６-12

□

□

遺体安置所の候補場所、避難所等は確認できているか。

遺体安置所等への輸送が必要な場合の手段は確保できるか。

□

□

災害時の受け入れ可能な医療機関は確認できているか。また、
それらの災害時の安全性は確認できているか。

軽症者等の輸送が必要な場合の手段は確保できるか。

□

□

孤立集落等避難所への移動手段等を確保する必要がある地域の
有無を確認できているか。

輸送が必要な場合の手段は確保できるか。

□

□
（R-39）

家族等の安否確認のための
移動手段の想定

（R-42）

（R-45）

被災者の避難所への移動手
段の想定

軽症者の医療機関への移動
手段の想定

パーソナル・モビリティ
（個別交通）の普及啓発

共助の取り組みの普及啓発

入浴のための移動手段の想
定

通院のための移動手段の想
定

行政手続きのための移動手
段の想定

通学のための移動手段の想
定

買い物のための移動手段の
想定

多目的な移動のための移動
手段の想定

（R-47）

（R-49）

（R-52）

（R-55）

（R-58）

（R-60）

鉄道代替輸送の実施体制の
整備

路線バスの運行体制の整備

（R-65）

（R-68）

リスク管理（事前対応）編
（　）内はページ

チェック項目

（R-71）

項目６
公共的交通サー
ビスの提供

R-７-１

地域コミュニティ等に災害時に共助の取り組みを行う意識の醸
成はできているか。

災害時の共助の取り組みへの対応は定められているか。

□

□

災害時の交通について地域住民との意識共有はできているか。

災害時の個別交通への対応は定められているか。

□

□

災害時の被害を受ける可能性のある路線等を確認できている
か。

運休した場合の代替手段は確保できるか。

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

項目７
ﾊﾟｰｿﾅﾙ･ﾓﾋﾞﾘﾃｨ
(個別交通)の活
用

（R-62）

災害時に行政サービスが提供される場所は確認できているか。

行政手続きに必要な移動手段は確保できるか。

燃料等資源制約時の運行方針は検討されているか。

生活利便施設の場所や災害時の安全性は確認できているか。

多目的な移動のための移動手段は確保できるか。

店舗等の場所や災害時の安全性は確認できているか。

買い物に必要な移動手段は確保できるか。

災害時に学校の代替施設となる場所は確認できているか。

通学に必要な移動手段は確保できるか。

災害時の被災者のための入浴施設の場所は確認できているか。

入浴に必要な場合の手段は確保できるか。

□

□

災害時の受け入れ可能な医療機関は確認できているか。また、
それらの災害時の安全性は確認できているか。

通院に必要な場合の手段は確保できるか。
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危機管理（災害時対応）のチェックリスト 

 
 
 
 
 
 
 

重要事項
危機管理

（災害時対応）編
（　）内はページ

チェック項目

E-1-2
職員の安全確保

（E-3）

E-2-1 

組織体制の確立

（E-5）

E-2-2

対応拠点の確保

（E-10）

E-2-3

通信・連絡手段の
確保

（E-12）

E-3-1

交通情報等の収
集・伝達

（E-15）

E-3-2

地域住民等への交
通情報等の提供

（E-17）

E-4-1

道路の安全確保

（E-23）

E-4-2

交通規制の実施

（E-26）

E-5-1

燃料の確保

（E-28）

E-6-1

被災者の避難所へ
の移動手段の提供

（E-35）

E-6-2

軽症者の医療機関
への移動手段の提
供

（E-37）

E-6-3

家族等の安否確認
のための移動手段
の提供

（E-39）

□遺体安置所・避難所の設置状況は確認されているか。
□遺体安置所・避難所等への移動手段は必要ないか。
（移動手段の確保が必要な場合）
→□遺体安置所・避難所等への移動手段は確保されているか。

□軽症者の医療機関への輸送は必要ないか。
□医療機関等の受け入れの状況は把握されているか。
（移動手段の確保が必要な場合）
→□医療機関等の移動手段は確保されているか。

□避難所への輸送に移動手段の確保は必要ないか。
（移動手段の確保が必要な場合）
→□避難所への移動手段は確保されているか。

□緊急車両等への優先供給が実施されているか。
□燃料供給の見通しが確認されているか。
□都道府県等への協力要請は必要ないか。

□拠点施設の安全は確認されているか。
□代替施設の確保は必要ないか。

時期

□道路の交通規制が実施されているか。
□地域住民等に交通規制が周知されているか。
□緊急車両に確認標章が交付されているか。

□道路の被害状況が把握されているか。
□被害を受けた道路の啓開・応急復旧が開始されているか。

□地域住民等に交通情報等が提供されているか。

□公共交通等の運行・被災情報が把握されているか。
□交通情報等が災害対策本部に報告されているか。
□交通情報等が必要な関係機関に提供されているか。

□通信機器の作動確認も含め通信・連絡手段は確保されている
　か。
□通信機器の貸出要請は必要ないか。

（

2

4

時

間
～

1

週

間

程

度
）

項目３
交通に係る情報
の収集・共有

項目２
災害対応の体制
の確保

項目１
発災時の安全の
確保

緊
急
対
応
期

項目６
公共的交通サー
ビスの提供

項目５
輸送に必要な資
源の確保

項目４
交通施設の機能
確保

（

発

災

後
～

2

4

時

間

程

度
）

□担当職員が配備についているか。
□都道府県等への応援要請は必要ないか。

□職員の安全は確保されているか。

初
動
期

（

発

災

後

直

ち

に
）

発
災
時

この表は、発災時～緊急応急期（発災から 1 週間程度）に実施すべき内容を取りまとめたチェ

ックリストの例である。 
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■
関
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機

関
連

絡
先

名
称

Ｔ
Ｅ

Ｌ
Ｆ

Ａ
Ｘ

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
そ

の
他

の
連

絡
手

段

運
輸

局

都
道

府
県

警
察

国

都
道

府
県

高
速

道
路

そ
の

他

分
類 周

辺
市

町
村

交 通 事 業 者

そ
の

他

そ
の

他

行 政 機 関

バ
ス

鉄
道

タ
ク

シ
ー

道 路 管 理 者

燃
料

取
扱

事
業

者

そ
の

他



 

 

あとがき 

 

平成２３年３月１１日、東北地方太平洋沖地震が発生、揺れや大津波により多大なる被害にみ

まわれました。この東日本大震災に対し、日本国中の力を総動員し、緊急的な対応を図る時期を

越え、被災地における復旧、復興の動きが進んでいます。 

 

そのような中、「地域のモビリティ確保の知恵袋」の作成を通し、地域のアクティビティの拡

大に向けた円滑な移動（モビリティ）の確保を進めるために必要な考え方や知恵、ノウハウを整

理、提供してきた我々に何ができるか？ということを、緊急的な対応の後、考えてきました。 

まずは、「今回起きたこと、今起きていることをしっかり記録、把握しよう」そして、災害発

生後の地域の円滑な移動の確保を目指す各地域にとって支えとなる「杖」、より円滑に検討の歩

みを導く「杖」のようなものを提供できないか、と考え本書の作成に至りました。 

いまだ十分ではありませんが、本書が各地域における検討の契機となり、参考となれば幸いで

す。 

 

最後に、本書の作成にあたり多大なる協力を頂いた、ヒアリング調査にご協力頂いた皆様、資

料提供いただいた皆様、そして勉強会にて活発なご議論を頂いた先生方、より読んで頂ける資料

となるよう昼夜を分かたずご尽力頂いた関係各位へ、この場を借りて感謝申し上げます。 

 

 

参事官室（総合交通体系）付 専門調査官 野津隆太 
 

■編集・問い合わせ先 

 国土交通省 総合政策局 参事官室（総合交通体系） 

 TEL 03-5253-8111（代表電話） 

 FAX 03-5253-1675  

 http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/soukou/index.html 

地域のモビリティ確保の知恵袋２０１２ 
～ 災害時も考慮した「転ばぬ先の杖」 ～ 

平成２４年３月作成 
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